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吉　

延　

　
　
　
一
　
内
外
法
政
研
究
会
と
は
何
か

　

本
稿
は
、
内
外
法
政
研
究
会
の
『
研
究
資
料
』
第
一
〇
五
号
の
原
典
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

 
 

内
外
法
政
研
究
会
と
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
指
導
者
の
国
際
法
上
の
刑
事
責
任
を
追
及
し
た
極
東
国
際
軍
事
裁
判
（
い
わ
ゆ
る
東

京
裁
判
）
の
弁
護
対
策
を
研
究
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
民
間
団
体
で
あ
る
。
こ
の
組
織
に
初
め
て
言
及
し
た
の
は
住
本
利
男
『
占
領
秘
録
』

で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
公
使
［
中
村
豊
一
─
─
筆
者
註
、
以
下
同
］
は
、
岸
本
勘
太
郞
氏
［
実
業
家
］
と
話
を
し
、
こ
れ
に
福
島
正
雄
、
加
藤
正
雄
氏

ら
が
加マ

マっ
て
、
裁
判
準
備
を
組
織
的
に
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。
岸
本
氏
ら
が
中
心
で
、
財
界
か
ら
資
金
を
あ
つ
め
て
、
「
内
外
法
制
研
究

会
」
と
い
う
団
体
を
つ
く
っ
た
。
名
前
は
漠
然
と
し
て
い
る
が
、
戦
犯
裁
判
の
弁
論
に
必
要
な
資
料
を
、
日
本
側
と
し
て
あ
つ
め
る
機
関

だ
っ
た
。
書
記
長
は
鵜
飼
信
成
氏
［
元
京
城
帝
大
教
授
］
が
な
り
、
委
員
に
は
高
柳
賢
三
［
東
京
帝
大
教
授
］
、
高
木
八
尺
［
東
京
帝
大

教
授
］
、
小
野
清
一
郎
［
東
京
帝
大
教
授
］
、
信
夫
淳
平
［
国
際
法
学
者
］
、
金
森
徳
次
郎
［
元
法
制
局
長
官
］
、
河
合
良
成
［
農
林
次
官
］
、

堀
内
謙
介
［
元
外
務
次
官
・
駐
米
大
使
］
氏
ら
十
五
名
く
ら
い
だ
っ
た
。
右
翼
の
動
き
、
軍
の
動
向
と
い
っ
た
よ
う
に
、
戦
争
に
至
る
ま

で
の
政
治
や
経
済
の
情
勢
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
を
招
い
て
話
を
き
き
、
こ
れ
を
プ
リ
ン
ト
に
し
た
。
［
一
九
四
六
年
］
夏
ご
ろ
ま

で
仕
事
は
つ
づ
け
ら
れ
、
調
査
資
料
は
大
き
な
も
の
に
ま
と
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
求
め
ら
れ
れ
ば
、
容
疑
者
や
そ
の
弁
護
人
に
提
供

し
た
の
で
あ
る
。
外
務
省
と
直
接
つ
な
が
り
は
な
か
っ
た
が
、
民
間
側
の
弁
護
士
の
間
に
、
こ
れ
に
反
発
す
る
空
気
が
で
て
き
た
。
林
逸



－ 2－

郎
氏
ら
は
、
弁
護
士
会
を
無
視
し
て
な
に
が
で
き
る
か
、
と
い
う
気
持
で
あ
っ
た
。

　

実
は
現
在
で
も
内
外
法
政
研
究
会
の
内
情
は
詳
ら
か
で
な
い
。
確
認
可
能
な
と
こ
ろ
で
い
え
ば
、
こ
の
研
究
会
の
前
身
で
あ
る
「
戦
争
責
任

研
究
会
」
が
一
九
四
五
年
一
〇
月
頃
に
発
足
し
、
一
九
四
六
年
二
月
に
「
内
外
法
政
研
究
会
」
と
改
称
さ
れ
た
。
当
時
の
錚
々
た
る
学
者
、
評

論
家
、
官
僚
等
が
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
お
り
、
先
の
引
用
文
に
あ
げ
ら
れ
た
人
物
以
外
で
も
、
東
京
帝
大
教
授
の
神
川
彦
松
、
矢
部

貞
治
、
京
都
帝
大
教
授
の
田
岡
良
一
、
評
論
家
の
馬
場
恒
吾
や
佐
々
弘
雄
、
東
洋
経
済
の
石
橋
湛
山
、
元
商
工
次
官
の
椎
名
悦
三
郎
ら
が
会
員

ま
た
は
協
力
者
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

内
外
法
政
研
究
会
は
、
そ
の
設
立
経
緯
か
ら
外
務
省
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
た
め
、
大
日
本
弁
護
士
会
連
合
会
に
属
す
る
職
業
弁
護
士
の
感

情
的
な
反
発
を
買
っ
た
。
東
京
裁
判
の
日
本
人
弁
護
団
は
、
職
業
弁
護
士
の
「
国
家
弁
護
」
派
グ
ル
ー
プ
と
、
高
柳
賢
三
ら
官
界
と
の
つ
な
が

り
が
深
い
「
個
人
弁
護
」
派
グ
ル
ー
プ
と
に
分
裂
し
、
激
し
く
対
立
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
内
外
法
政
研
究
会
は
後
者
の
「
個
人
弁
護
」
派

グ
ル
ー
プ
に
近
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
研
究
会
は
、
戦
勝
国
の
戦
犯
裁
判
に
対
処
す
る
と
い
う
明
確
な
目
的
の
た
め
、
国
際
法
・
国
際
政
治
・
日
本
政
治
の
諸
問
題

に
つ
い
て
水
準
の
高
い
研
究
を
重
ね
た
。
そ
の
こ
と
を
示
す
報
告
書
『
研
究
資
料
』
に
は
、
た
と
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
第

七
六
号
「Ex post facto
 

の
立
法
に
つ
い
て
」
、
第
八
四
号
・
第
八
五
号
「
満
洲
発
展
史
」
、
第
九
五
号
「
戦
争
犯
罪
人
処
罰
の
法
律
的
根

拠
」
、
第
一
〇
三
号
「
軍
閥
の
解
剖
」
、
第
一
〇
四
号
「
近
衛
新
体
制
に
つ
い
て
の
手
記
」
（
矢
部
貞
治
著
）
、
第
一
〇
六
号
「
統
帥
と
国
務
」
、

第
一
〇
九
号
「
翼
賛
会
問
題
」
、
第
一
二
五
号
「
日
本
外
交
を
繞
る
国
内
情
勢
」
、
第
一
二
九
号
「
支
那
事
変
と
軍
部
」
、
第
一
三
六
号
「
東
條

内
閣
及
軍
部
の
開
戦
責
任
」
。

　

『
研
究
資
料
』
は
、
筆
者
が
確
認
し
た
限
り
で
第
一
四
〇
号
ま
で
存
在
す
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
た
い
て
い
の
場
合
、
著
者
や
報
告
者
が
誰

な
の
か
が
わ
か
ら
な
い
。
東
京
裁
判
対
策
と
し
て
の
研
究
で
あ
っ
た
た
め
、
署
名
原
稿
に
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
か
、
む
し
ろ
名
前
を
出
す
こ
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と
自
体
が
忌
避
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
報
告
書
に
は
概
し
て
「
極
秘
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
東
京
裁
判
の

弁
護
人
た
ち
の
個
人
文
書
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
住
本
が
述
べ
た
よ
う
に
、
弁
護
活
動
に
お
い
て
活
用
さ
れ
た
り
、
参
考
に

供
さ
れ
た
り
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
二
　
信
夫
淳
平
の
経
歴
と
業
績

　

さ
て
今
回
、
本
稿
が
取
り
上
げ
る
『
研
究
資
料
』
第
一
〇
五
号
は
、
著
者
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
外
交
官
、
国
際
法
学
者
で
あ
っ
た
信し

の

ぶ夫

淳じ
ゅ
ん

平ぺ
い

に
よ
る
口
頭
の
研
究
発
表
を
記
録
し
た
謄
写
版
印
刷
の
冊
子
で
あ
り
、
表
題
は
「
交
戦
権
拘
束
の
諸
条
約
（
特
に
開
戦
手
続
条
約
と
不

戦
条
約
）
」
で
あ
る
。

　

こ
の
文
書
は
、
活
字
で
は
な
く
手
書
き
の
楷
書
と
な
っ
て
お
り
、
本
文
で
五
三
頁
を
数
え
る
。
日
付
は
不
明
で
あ
る
が
、
作
成
時
期
を
大
ま

か
に
推
測
す
る
と
、
本
文
中
に
「
現
在
の
こ
の
戦
争
犯
罪
人
の
裁
判
」
と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
京
裁
判
が
始
ま
っ
た
一
九
四
六

年
五
月
三
日
か
ら
同
年
「
夏
ご
ろ
」
ま
で
の
間
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

本
稿
が
使
用
し
た
の
は
筆
者
所
有
の
謄
写
刷
原
本
で
あ
る
。
し
か
し
内
外
法
政
研
究
会
の
『
研
究
資
料
』
は
日
本
国
内
の
文
書
館
や
大
学
に

所
蔵
さ
れ
て
お
り
─
─
た
い
て
い
の
場
合
、
全
巻
揃
っ
て
は
い
な
い
模
様
で
あ
る
が
─
─
、
個
人
文
書
中
で
『
研
究
資
料
』
が
見
つ
か
る
こ
と

も
あ
る
。
信
夫
淳
平
「
交
戦
権
拘
束
の
諸
条
約
」
は
東
京
の
国
立
公
文
書
館
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
る
。

　

だ
が
内
外
法
政
研
究
会
の
資
料
は
、
研
究
会
の
内
実
が
不
分
明
と
い
う
事
情
も
あ
っ
て
か
、
従
来
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
信
夫

の
「
交
戦
権
拘
束
の
諸
条
約
」
は
、
以
前
に
酒
井
哲
哉
『
近
代
日
本
の
国
際
秩
序
論
』
で
一
部
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
戦
犯
裁

判
研
究
の
観
点
か
ら
貴
重
な
内
容
や
論
点
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
信
夫
に
よ
る
緻
密
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
論
理
展
開
を
完
全
な
か
た
ち
で
紹

介
す
る
こ
と
に
は
、
な
お
重
要
な
学
術
的
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
は
信
夫
淳
平
の
経
歴
を
確
認
し
よ
う
。
信
夫
は
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
九
月
、
漢
学
者
の
信
夫
恕じ

ょ

軒け
ん

の
長
男
と
し
て
生
ま
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れ
た
。
開
成
中
学
、
東
京
専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大
学
）
の
英
語
普
通
科
を
経
て
、
一
八
九
四
年
、
東
京
高
等
商
業
学
校
（
現
一
橋
大
学
）
を

卒
業
、
三
年
後
の
一
八
九
七
年
、
外
務
省
に
入
省
す
る
。
日
露
戦
争
の
際
、
遼
東
守
備
軍
司
令
部
付
と
し
て
占
領
地
行
政
に
携
わ
る
が
、
ち
ょ

う
ど
法
律
顧
問
と
し
て
従
軍
中
で
あ
っ
た
国
際
法
学
者
、
有あ

る

賀が

長
雄
の
知
遇
を
得
た
。
そ
れ
以
来
、
信
夫
は
有
賀
の
薫
陶
を
受
け
て
、
国
際
法

へ
の
学
問
的
関
心
を
深
め
て
い
く
。
そ
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ン
ド
に
勤
務
し
た
後
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
退
官
し
、

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
ま
で
早
稲
田
大
学
講
師
の
身
分
で
外
交
史
と
国
際
法
を
講
義
し
た
。
こ
の
間
、
新
聞
『
新
愛
知
』
の
主
筆
も
務
め
、

一
九
二
五
年
に
は
法
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
て
い
る
。
第
二
次
大
戦
後
は
、
一
九
五
一
年
か
ら
五
六
年
ま
で
早
稲
田
大
学
教
授
と
な
っ
て
お

り
、
一
九
六
二
年
一
一
月
に
他
界
し
た
。
ち
な
み
に
朝
日
新
聞
記
者
の
信
夫
韓
一
郎
、
政
治
学
者
の
信
夫
清
三
郎
は
、
と
も
に
信
夫
淳
平
の
子

息
で
あ
る
。

　

信
夫
の
研
究
分
野
は
、
今
日
の
区
分
で
い
え
ば
、
第
一
に
外
交
史
・
国
際
政
治
学
、
第
二
に
国
際
法
学
と
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
と

に
信
夫
が
著
わ
し
た
『
国
際
政
治
論
叢
』
全
四
巻
（
日
本
評
論
社
、
一
九
二
五
～
一
九
二
六
年
）
は
「
日
本
に
お
け
る
国
際
政
治
学
の
草
分
け

的
業
績
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
戦
時
中
の
一
九
四
三
年
に
は
『
戦
時
国
際
法
講
義
』
全
四
巻
（
丸
善
、
一
九
四
一
年
）
の
業
績

で
帝
国
学
士
院
恩
賜
賞
を
受
賞
し
た
。

　

そ
れ
以
外
の
主
な
著
書
を
あ
げ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
『
韓
半
島
』
（
東
京
堂
、
一
九
〇
一
年
）
、
『
外
政
新
論
』
（
大
鐙
閣
、
一
九
一
八

年
）
、
『
印
度
の
現
勢
』（
大
鐙
閣
、
一
九
一
八
年
）
、
『
東
欧
の
夢
』（
外
交
時
報
社
出
版
部
、
一
九
一
九
年
）
、
『
国
際
連
盟
講
評
』（
外
交
時
報
社
、

一
九
二
〇
年
）
、
『
巴バ

ル

カ

ン

爾
幹
外
交
史
論
』
（
大
鐙
閣
、
一
九
二
一
年
）
、
『
外
交
側
面
史
談
』
（
聚
芳
閣
、
一
九
二
七
年
）
、
『
大
正
外
交
十
五
年
史
』

（
国
際
連
盟
協
会
、
一
九
二
七
年
）
、
『
近
代
外
交
史
論
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
二
七
年
）
、
『
不
戦
条
約
論
』（
国
際
連
盟
協
会
、
一
九
二
八
年
）
、

『
明
治
秘
話
二
大
外
交
の
真
相
』（
万
里
閣
書
房
、
一
九
二
八
年
）
、
『
近
世
外
交
史
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
三
〇
年
）
、
『
滿
蒙
特
殊
権
益
論
』（
日

本
評
論
社
、
一
九
三
二
年
）
、
『
ビ
ス
マ
ル
ク
伝
』
（
改
造
社
、
一
九
三
二
年
）
、
『
鉄
血
宰
相
ビ
ス
マ
ー
ク
』
（
潮
文
閣
、
一
九
四
二
年
）
、
『
小
村

壽
太
郎
』
（
新
潮
社
、
一
九
四
二
年
）
、
『
戦
時
国
際
法
提
要
』
（
照
林
堂
書
店
、
一
九
四
三
～
一
九
四
四
年
）
、
『
国
際
政
治
論
』
（
早
稲
田
大
学
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出
版
部
、
一
九
五
三
年
）
、
『
海
上
国
際
法
論
』
（
有
斐
閣
、
一
九
五
七
年
）
。

　
　
　
三
　「
侵
略
」
と
「
自
衛
」
の
論
点

　

信
夫
淳
平
「
交
戦
権
拘
束
の
諸
条
約
」
の
内
容
に
も
、
ご
く
簡
潔
に
触
れ
て
お
こ
う
。
信
夫
は
、
こ
の
報
告
書
で
「
開
戦
に
関
す
る
条
約
」

と
「
不
戦
条
約
」
の
二
つ
を
取
り
上
げ
る
。
東
京
裁
判
の
検
察
側
が
何
よ
り
も
重
視
し
た
の
は
、
侵
略
戦
争
の
計
画
、
準
備
、
開
始
、
遂
行
、

共
同
謀
議
を
国
際
法
上
の
犯
罪
と
す
る
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
の
訴
因
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
に
直
接
対
応
し
た
テ
ー
マ
設
定
と
い
う
こ
と
に

な
る
が
、
信
夫
は
両
条
約
の
性
質
や
成
立
過
程
等
を
広
い
視
野
か
ら
実
証
的
に
検
討
し
、
さ
ら
に
日
本
の
戦
争
（
日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
）

と
の
関
連
性
に
つ
い
て
も
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
分
析
を
加
え
て
い
る
。
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、
信
夫
が
「
現
在
の
こ
の
戦
争
犯
罪
人
の

裁
判
」
、
す
な
わ
ち
東
京
裁
判
に
有
利
か
不
利
か
と
い
う
観
点
を
あ
え
て
顧
慮
せ
ず
に
議
論
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
彼
の
分
析
は
現

実
政
治
の
要
請
か
ら
生
じ
る
偏
り
か
ら
自
由
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
一
九
〇
七
年
の
ハ
ー
グ
平
和
会
議
で
調
印
さ
れ
た
「
開
戦
に
関
す
る
条
約
」
（
ハ
ー
グ
第
三
条
約
）
に
対
し
て
は
、
信
夫
は
不
意
打

ち
抑
止
の
実
効
性
を
疑
い
、
そ
の
存
在
意
義
に
も
否
定
的
で
あ
る
。
し
か
し
条
約
自
体
は
現
実
に
有
効
だ
と
し
て
、
信
夫
は
、
日
本
が
ハ
ー
グ

第
三
条
約
に
違
反
し
た
か
ど
う
か
を
吟
味
す
る
。
そ
の
結
果
、
一
九
四
一
年
一
二
月
七
日
（
ア
メ
リ
カ
東
部
時
間
）
、
日
米
交
渉
打
ち
切
り
の

対
米
通
告
を
真
珠
湾
攻
撃
後
ま
で
遅
延
さ
せ
る
と
い
う
失
態
を
演
じ
、
し
か
も
、
そ
の
通
告
に
宣
戦
布
告
や
開
戦
宣
言
の
文
言
が
な
か
っ
た
こ

と
を
ふ
ま
え
て
、
信
夫
は
「
我
が
開
戦
手
続
は
…
…
技
術
的
に
は
本
条
約
の
違
反
を
構
成
し
た
」
と
判
断
す
る
の
で
あ
る
。

　

次
の
検
討
対
象
は
、
一
九
二
八
年
調
印
の
「
不
戦
条
約
」
で
あ
る
。
信
夫
は
一
貫
し
て
、
こ
の
条
約
に
は
世
界
の
平
和
主
義
者
た
ち
が
も
て

は
や
す
ほ
ど
の
「
効
能
は
な
い
」
と
否
定
的
で
あ
っ
た
。
「
戦
争
の
絶
対
廃
止
」
な
ど
は
到
底
無
理
な
話
だ
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
「
大
概
の
戦

争
」
は
自
衛
権
を
大
義
に
行
な
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
自
衛
権
の
濫
用
を
防
ぐ
制
度
が
確
立
し
な
い
限
り
、
不
戦
条
約
の
類
が
い
く
つ
あ

ろ
う
が
、
「
何
の
役
に
も
立
つ
も
の
で
な
い
と
い
ふ
の
が
私
の
固
い
信
念
」
だ
と
も
述
べ
て
い
る
。
と
は
い
え
日
本
は
当
事
国
で
あ
る
以
上
、
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不
戦
条
約
の
規
範
と
精
神
を
当
然
に
尊
重
す
る
国
際
的
義
務
が
あ
る
と
信
夫
は
指
摘
す
る
。
そ
れ
で
は
「
我
国
の
行
動
が
こ
の
責
務
」
を
果
た

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
は
ハ
ー
グ
第
三
条
約
よ
り
も
は
る
か
に
重
大
な
問
題
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
と
東
京
の
両
裁
判
で
追
及
さ
れ
た
「
平
和
に
対
す

る
罪
」
は
、
事
後
法
批
判
を
退
け
る
法
的
根
拠
の
中
核
に
不
戦
条
約
を
置
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
不
戦
条
約
は
、
も
と
も
と
一
九
二
〇
年

代
の
ア
メ
リ
カ
共
和
党
支
配
を
象
徴
す
る
成
果
で
あ
っ
た
が
、
第
二
次
大
戦
中
の
一
九
四
四
年
末
、
ア
メ
リ
カ
陸
軍
省
部
内
の
政
策
決
定
過
程

に
お
い
て
、
共
和
党
長
老
政
治
家
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
陸
軍
長
官
と
そ
の
側
近
の
手
で
、
侵
略
戦
争
を
「
犯
罪
化
」
し
た
国
際
条
約

と
し
て
再
定
義
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
本
来
の
不
戦
条
約
は
「
国
家
ノ
政
策
ノ
手
段
ト
シ
テ
ノ
戦
争
」
＝
「
政
策
的
打
算
」
に
基
づ
く
戦
争
、
す
な
わ
ち
「
侵
略
戦
争
」
を

「
違
法
化
」
─
─
「
犯
罪
化
」
で
は
な
い
─
─
す
る
一
方
で
、
「
自
衛
戦
争
」
に
つ
い
て
は
条
約
の
適
用
範
囲
外
と
し
た
。
だ
か
ら
国
際
法
上

の
「
侵
略
」
概
念
と
「
自
衛
」
概
念
に
関
す
る
検
討
が
求
め
ら
れ
る
が
、
信
夫
は
特
に
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
「
流
行
語
」
の
よ
う
に
な
っ
た

侵
略
の
概
念
が
な
ぜ
定
義
し
に
く
い
の
か
を
明
快
に
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
自
衛
権
に
つ
い
て
は
、
そ
の
濫
用
事
例
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、

「
国
家
の
名
誉
」
と
の
連
動
実
態
に
も
目
配
り
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
米
交
渉
中
の
一
九
四
一
年
一
一
月
二
六
日
、
ア
メ
リ
カ
の
国
務
長
官
コ
ー
デ
ル
・
ハ
ル
は
、
日
本
側
の
暫
定
的
解
決
案
で
あ

る
「
乙
案
」
を
拒
否
し
、
ア
メ
リ
カ
側
の
強
硬
な
提
案
（
い
わ
ゆ
る
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
）
を
野
村
吉
三
郎
と
来
栖
三
郎
の
両
大
使
に
手
交
し
た
。

こ
の
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
は
、
同
時
代
か
ら
日
本
側
に
二
つ
の
解
釈
が
あ
っ
た
。

　

第
一
に
、
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
は
ア
メ
リ
カ
側
の
最
後
通
牒
で
あ
り
、
事
実
上
、
交
渉
妥
結
の
可
能
性
を
消
滅
さ
せ
た
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
こ

れ
が
当
時
の
日
本
の
多
数
意
見
で
あ
っ
た
。
そ
の
代
表
的
論
者
で
あ
る
東
郷
茂
徳
外
相
（
東
條
英
機
内
閣
）
は
、
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
の
峻
厳
さ
に

衝
撃
を
受
け
、
日
米
戦
争
回
避
の
望
み
を
捨
て
た
。
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
が
「
日
本
に
全
面
的
屈
服
を
強
要
」
し
、
「
極
東
に
於
け
る
大
国
た
る
地

位
を
棄
て
よ
」
と
迫
る
「
挑
戦
状
」
「
最
後
通
牒
」
に
等
し
い
と
見
な
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
穏
健
派
の
東
郷
も
「
も
は
や
立
上
る
外
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な
い
」
と
開
戦
を
覚
悟
す
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
点
、
ア
メ
リ
カ
外
交
官
ジ
ョ
ン
・
エ
マ
ー
ソ
ン
も
、
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
は
日
本
に
「
不
可
能

な
こ
と
を
実
行
せ
よ
と
要
求
し
て
い
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
は
最
後
通
牒
で
は
な
い
と
の
見
方
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
外
務
省
を
退
官
し
た
吉
田
茂
元
駐
英
大
使
は
、
ハ
ル
・

ノ
ー
ト
に
「
テ
ン
タ
テ
ィ
ヴ
（
試
案
）
」
と
書
か
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
、
「
実
際
の
腹
の
中
は
と
も
か
く
外
交
文
書
の
上
で
は
決
し
て
最
後
通

牒
で
は
な
か
っ
た
は
ず
」
だ
と
解
釈
し
た
。

　

そ
し
て
信
夫
も
ま
た
、
吉
田
と
同
様
、
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
を
最
後
通
牒
で
は
な
く
「
中
間
通
牒
」
で
あ
る
と
と
ら
え
た
。
し
た
が
っ
て
日
本
側

に
そ
の
気
さ
え
あ
れ
ば
、
交
渉
の
余
地
は
ま
だ
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
信
夫
は
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
封
鎖
の
た
め
に
日
本
は
や
む
な
く

自
衛
戦
争
に
打
っ
て
出
た
と
い
う
論
法
の
よ
う
に
、
「
国
家
の
自
衛
権
に
て
大
東
亜
戦
争
を
弁
護
す
る
こ
と
は
無
理
」
で
あ
る
と
断
じ
た
。
さ

ら
に
大
東
亜
共
栄
圏
で
地
域
主
義
的
覇
権
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
戦
争
も
、
「
国
家
ノ
政
策
ノ
手
段
ト
シ
テ
ノ
戦
争
」
＝
侵
略
戦
争
に
相
当
す

る
。
信
夫
に
よ
れ
ば
、
日
本
が
不
戦
条
約
に
「
違
反
の
過
失
を
演
じ
た
こ
と
」
に
つ
い
て
は
「
弁
護
の
言
葉
が
な
い
」
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
信
夫
が
連
合
国
の
戦
犯
処
罰
政
策
に
対
し
て
無
批
判
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
信
夫
は
言
う
。
あ
く
ま
で
も
不
戦
条
約
違
反

は
「
現
行
国
際
法
上
…
…
犯
罪
」
で
は
な
く
し
て
「
国
際
信
義
に
悖
る
」
「
背
信
行
為
」
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
日
本
は
「
国
際
輿
論
の
法

廷
」
で
「
無
形
的
制
裁
を
当
然
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
。
つ
ま
り
日
本
を
裁
く
べ
き
は
「
勝
者
の
法
廷
」
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
以
下
、
本
稿
の
校
訂
方
針
を
示
し
た
う
え
で
、
信
夫
の
議
論
を
全
文
紹
介
し
よ
う
。

　
　
　

《
凡　

例
》

　

一
、
旧
字
体
は
原
則
的
に
新
字
体
に
改
め
、
旧
仮
名
遣
に
つ
い
て
は
変
更
せ
ず
に
用
い
た
。

　

一
、
本
稿
の
ル
ビ
は
、
す
べ
て
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
、
本
稿
の
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
［　

］
は
、
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
脚
註
で
あ
る
。
補
足
・
訂
正
事
項
・
片
仮
名
表
記
の
原
語
等
を
付
し
た
。
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一
、
原
典
で
は
平
仮
名
の
促
音
や
拗
音
の
大
半
が
捨
仮
名
で
あ
る
が
、
一
部
、
同
じ
大
き
さ
の
文
字
に
な
っ
て
い
た
り
、
判
別
が
難
し
か
っ
た
り
す
る
場
合

が
あ
る
た
め
、
本
稿
は
、
す
べ
て
捨
仮
名
に
統
一
し
た
。
他
方
、
原
典
の
片
仮
名
は
す
べ
て
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

　

一
、
原
典
の
「
く
の
字
点
」
（
反
復
の
踊
り
字
）
に
つ
い
て
は
、
「
い
ろ
い
ろ
」
「
そ
も
そ
も
」
な
ど
と
修
正
し
た
。

　

一
、
原
典
に
は
括
弧
（
す
べ
て
二
重
括
弧
『　

』
）
が
欠
け
て
い
た
り
、
逆
に
余
分
な
括
弧
が
つ
い
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
補
足
や
削
除
の
調
整

を
加
え
た
。

　
　
　

《
原　

典
》

　
　

内
外
法
政
研
究
会　

研
究
資
料
第
一
〇
五
号

　
　

信
夫
淳
平
氏　

交
戦
権
拘
束
の
諸
条
約
（
特
に
開
戦
手
続
条
約
と
不
戦
条
約
）

　

お
話
を
致
し
ま
す
る
順
序
と
し
て
、
い
は
ゆ
る
交
戦
権
を
拘
束
し
て
を
る
条
約
を
ず
っ
と
挙
げ
ま
し
て
、
そ
の
中
で
今
日
は
主
と
し
て
開
戦

に
関
す
る
条
約
と
不
戦
条
約
、
こ
れ
は
こ
の
程
神
川
［
彦
松
］
先
生
よ
り
の
御
下
命
が
あ
り
ま
し
た
問
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て

そ
の
性
質
─
─
こ
れ
は
今
更
論
ず
る
時
期
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
際
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
繰
返
し
て
そ
れ
を
明
か
に
し
、
次
に
は
大
東
亜

戦
争
と
こ
の
二
つ
の
条
約
の
関
係
を
述
べ
［
、
］
そ
れ
か
ら
そ
の
次
に
条
約
違
反
の
制
裁
に
関
し
て
愚
見
を
述
べ
る
。
大
体
そ
の
四
段
に
分
っ

て
お
話
を
致
し
ま
し
て
皆
様
方
の
お
教
へ
を
仰
ぎ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
私
の
申
上
げ
ま
す
こ
と
が
現
在
の
こ
の
戦
争
犯
罪
人
の
裁
判
の
上
に
お

い
て
日
本
側
に
と
っ
て
利
益
に
な
る
か
ど
う
か
私
に
は
分
り
ま
せ
ん
。
私
は
今
日
は
全
然
そ
の
点
を
眼
中
に
お
き
ま
せ
ず
、
た
ヾ
私
が
解
釈
上

是
な
り
と
信
ず
る
所
を
率
直
に
、
利
害
得
失
に
は
関
係
な
く
申
上
げ
る
積
り
で
あ
り
ま
す
。

　

一
体
戦
争
は
一
つ
の
犯
罪
（
ク
ラ
イ
ム
）
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
ふ
点
に
つ
い
て
は
将
来
は
い
ざ
知
ら
ず
、
愚
見
で
は
、

少
く
も
今
日
ま
で
の
国
際
法
に
お
い
て
は
、
犯
罪
と
し
て
を
る
の
で
は
な
く
、
適
法
な
行
為
で
あ
る
と
考
へ
る
。
尤
も
欧
洲
第
一
次
大
戦
以
来
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の
過
去
二
、
三
十
年
間
に
お
い
て
、
一
切
の
戦
争
、
或
は
或
る
種
類
の
戦
争
を
犯
罪
と
論
ず
る
議
論
は
か
な
り
聞
え
ま
し
た
。
ま
た
左
様
に

謳
っ
た
条
約
も
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
へ
ば
一
九
二
三
年
の
第
四
回
国
際
連
盟
総
会
で
立
案
さ
れ
ま
し
た
相
互
援
助
条
約
［
案
］
の
第
一

条
に
は
『
締
約
国
［
ハ
］
侵
略
戦
争
ガ
国
際
法
ノ
罪
悪
ナ
ル
コ
ト
ヲ
厳
粛
ニ
宣
言
ス
ル
』
と
謳
っ
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
翌
年
の
一
九
二
四

年
十
月
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
調
印
さ
れ
た
国
際
紛
争
平
和
的
処
理
に
関
す
る
議
定
書
と
い
ふ
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
前
文
に
『
侵
略
戦
争
ハ

…
…
国
際
的
罪
悪
ヲ
構
成
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
確
認
シ
』
と
声
明
さ
れ
て
を
り
ま
す
。
そ
れ
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
単
な
る

議
論
や
、
一
二
の
条
約
上
の
声
明
ぐ
ら
ゐ
で
は
、
未
だ
以
て
国
際
法
上
の
法
則
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
つ
ま
り
国
際
法
上
の
一

つ
の
定
則
と
な
る
に
は
、
或
る
議
論
な
り
二
三
の
実
例
な
り
を
世
界
の
有
力
な
る
国
際
法
学
者
が
エ
ン
ド
ル
ス
［endorse

］
し
て
、
国
際
法

学
界
の
輿
論
が
こ
れ
を
サ
ツ
ポ
ー
ト
［support

］
す
る
、
殊
に
万
国
国
際
法
学
会
あ
た
り
で
こ
れ
を
ア
ツ
フ
ァ
ー
ム
［affirm

］
（
肯
定
）
す

る
所
の
決
議
で
も
す
る
に
至
っ
て
、
こ
ヽ
に
国
際
法
上
の
定
則
と
な
っ
て
受
取
ら
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
と
に
か
く
今
日
に
お
い
て
は
、
戦

争
を
犯
罪
と
見
る
議
論
は
、
ま
だ
国
際
法
上
の
定
則
と
し
て
世
界
の
大
多
数
の
学
憲
に
よ
っ
て
サ
ツ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
を
る
と
は
思
ひ
ま
せ
ん
。

従
っ
て
独
立
主
権
国
は
他
国
と
交
際
す
る
所
の
い
は
ゆ
る
外
交
権
を
有
し
て
を
る
と
同
様
に
、
他
国
に
向
っ
て
開
戦
を
す
る
交
戦
権
を
持
っ
て

を
る
の
で
あ
り
ま
す
。
開
戦
の
目
的
は
、
そ
の
戦
争
の
種
類
、
性
質
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
は
ゆ
る
侵
略
戦
に
あ
り

ま
し
て
は
概
し
て
相
手
国
の
領
土
な
り
又
は
他
に
目
指
す
所
の
も
の
を
略
取
す
る
の
が
目
的
で
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
自
衛
戦
に
お
い
て
は
、
相

手
の
侵
略
を
反
撃
し
て
そ
の
欲
望
を
挫
く
と
い
ふ
こ
と
が
目
的
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
侵
略
で
も
自
衛
で
も
な
く
し
て
、
双
方
共
に
是
な
り
と
信

ず
る
主
張
を
固
く
執
っ
て
相
降
ら
ず
、
そ
の
結
果
と
し
て
遂
に
干
戈
に
訴
へ
る
と
い
ふ
も
の
も
あ
り
ま
す
。
さ
う
い
ふ
戦
争
に
お
い
て
は
、
そ

の
目
的
は
要
す
る
に
相
手
の
意
思
及
び
態
度
を
変
更
せ
し
む
る
簡
単
に
申
せ
ば
相
手
を
改
心
せ
し
む
る
に
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の

種
々
の
種
類
の
目
的
を
達
す
る
為
の
手
段
と
し
て
、
武
力
の
行
使
に
は
無
制
限
と
い
ふ
こ
と
は
許
さ
れ
て
を
ら
な
い
。
い
は
ゆ
る
交
戦
の
法
規

慣
例
の
許
す
範
囲
内
に
お
い
て
行
使
す
る
こ
と
が
適
法
と
さ
れ
て
を
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
現
行
の
い
ろ
い
ろ
の
条
約
の
上
で
種
々
の
制
限
が

設
け
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。
制
限
を
設
け
た
こ
の
種
類
の
条
約
は
主
と
し
て
二
十
世
紀
以
後
の
特
産
品
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
以
前
で
も
絶
無
で
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は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
へ
ば
古
い
修
好
通
商
条
約
な
ど
に
は
、
劈
頭
第
一
に
『
両
締
約
国
間
ニ
ハ
永
遠
不
変
ノ
平
和
親
睦
ア
ル
ベ
シ
』
な
ど
謳
っ

て
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
句
は
少
く
と
も
モ
ー
ラ
リ
ー
［m

orally

］
に
は
不
開
戦
と
い
ふ
こ
と
を
約
束
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
実

際
に
お
い
て
は
、
永
遠
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
二
十
年
と
平
和
親
睦
が
続
け
ば
寧
ろ
例
外
の
方
で
あ
り
ま
す
。
畢
竟
こ
れ
は
条
約
文
の
上
に
お
け

る
飾
り
言
葉
、
一
つ
の
枕
言
葉
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　

二
十
世
紀
に
な
り
ま
し
て
は
、
交
戦
権
の
行
使
を
拘
束
す
る
国
際
条
約
は
少
か
ら
ず
出
て
参
り
ま
し
た
。
実
際
の
効
力
如
何
は
別
の
問
題
と

し
て
、
形
式
的
に
は
現
に
効
力
を
持
っ
て
を
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容
の
重
要
性
の
多
寡
大
小
は
別
と
し
て
、
さ
う
い
ふ
目
的
を
持
っ

た
条
約
や
議
定
書
の
類
は
今
日
ざ
っ
と
八
つ
あ
る
。
ま
だ
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
私
の
承
知
し
て
を
る
所
で
は
少
な
く
も
八
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
年
代
順
に
挙
げ
ま
す
と
、
第
一
は
一
九
〇
七
年
の
第
二
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
に
お
い
て
改
正
の
加
へ
ら
れ
ま
し
た
る
国
際
紛
争
平
和
的

処
理
条
約
、
つ
ま
り
国
際
紛
争
を
出
来
る
だ
け
周
旋
な
り
調
停
な
り
仲
裁
裁
判
な
り
、
又
は
国
際
審
査
会
な
り
の
何
れ
か
に
よ
っ
て
決
め
る
べ

き
こ
と
を
決
定
し
た
条
約
で
あ
り
ま
す
。

　

第
二
に
は
、
こ
れ
も
同
じ
く
そ
の
時
の
ハ
ー
グ
会
議
で
決
め
ま
し
た
契
約
上
の
債
務
回
収
の
為
に
す
る
兵
力
使
用
制
限
に
関
す
る
条
約
、
こ

の
内
容
は
あ
ま
り
諄く

ど

い
か
ら
申
上
げ
な
い
こ
と
に
致
し
ま
す
が
、
つ
ま
り
南
米
諸
国
な
ど
が
と
か
く
英
米
に
向
っ
て
公
債
の
義
務
を
果
さ
な
い

場
合
に
、
い
き
な
り
イ
ギ
リ
ス
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
な
り
、
ド
イ
ツ
な
り
が
軍
艦
を
差
向
け
て
威
嚇
的
な
態
度
を
執
る
こ
と
を
さ
せ
な
い
や
う
に

す
る
と
い
ふ
の
で
あ
り
ま
し
て
、
有
名
な
ド
ラ
ゴ
・
ド
ク
ト
リ
ン
と
い
ふ
も
の
が
起
っ
て
来
た
そ
の
結
果
の
条
約
で
あ
り
ま
す
。

　

第
三
は
後
に
稍
々
詳
し
く
論
じ
て
見
た
い
と
思
ふ
一
九
〇
七
年
ハ
ー
グ
議
定
の
開
戦
に
関
す
る
条
約
で
あ
り
ま
す
。

　

第
四
は
一
九
一
三
年
に
出
来
ま
し
た
ブ
リ
ア
ン
の
平
和
条
約
（
ピ
ー
ス
・
ト
リ
ー
チ
ー
［peace treaty

］
）
、
正
確
に
申
し
ま
す
と
平
和
促

進
条
約
、
こ
れ
は
活
き
て
を
る
や
う
な
、
死
ん
だ
や
う
な
、
極
め
て
曖
昧
に
な
っ
て
を
り
ま
す
が
、
形
だ
け
は
活
き
て
を
り
ま
す
。
死
ん
で
を

る
と
い
ふ
の
は
、
つ
ま
り
こ
の
条
約
の
規
定
と
し
て
、
各
国
が
選
定
す
る
委
員
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
委
員
は
、
そ
の
後
概
ね
死
亡
し
て
し

ま
っ
た
が
、
関
係
各
国
共
そ
の
後
継
者
を
任
命
し
な
い
と
い
ふ
わ
け
で
、
自
然
に
委
員
会
が
立
消
え
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
形
だ
け
は
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活
き
て
を
り
ま
し
て
、
現
に
ア
メ
リ
カ
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ア
メ
リ
カ
と
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
メ
リ
カ
と
ス
エ
ー
デ
ン
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
対
三
国
の

間
に
は
、
私
の
記
憶
に
間
違
ひ
が
な
け
れ
ば
、
有
効
に
存
在
し
て
を
る
筈
で
あ
り
ま
す
。

　

第
五
に
は
、
国
際
連
盟
規
約
の
第
十
一
条
以
下
に
開
戦
に
関
す
る
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
規
定
が
種
々
あ
る
こ
と
御
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

　

第
六
に
は
、
前
に
ち
ょ
っ
と
申
上
げ
ま
し
た
一
九
二
四
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
調
印
さ
れ
た
国
際
紛
争
平
和
的
処
理
に
関
す
る
議
定
書
と
い
ふ
の

が
あ
り
ま
す
。
い
ま
一
つ
は
同
じ
や
う
な
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
一
九
二
八
年
九
月
国
際
連
盟
総
会
で
採
択
せ
ら
れ
た
国
際
紛
争
平
和
的
処
理

に
関
す
る
一
般
議
定
書
と
い
ふ
の
が
あ
り
ま
す
。

　

第
七
に
は
、
い
は
ゆ
る
ロ
カ
ル
ノ
条
約
、
こ
れ
は
殆
ど
死
文
同
様
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

第
八
番
目
が
ケ
ロ
ツ
グ
・
ブ
リ
ア
ン
の
不
戦
条
約
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
が
今
日
交
戦
国
を
拘
束
す
る
所
の
、
影
の
薄
い
、
厚
い
は
別
と

し
て
、
と
に
か
く
効
力
を
持
っ
て
を
る
所
の
条
約
の
例
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
今
日
申
上
げ
た
い
と
思
ひ
ま
す
の
は
、
先
づ
以
て
右
の
第
三
に
挙
げ
ま
し
た
開
戦
に
関
す
る
条
約
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
九
〇
七

年
の
第
二
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
で
出
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。
標
題
は
コ
ン
ヴ
ア
ン
シ
ヨ
ン
・
リ
ラ
チ
ー
ヴ
・
ア
・
ル
ー
ヴ
エ
ル
チ
ユ
ー
ル
・
デ
・

ゾ
ス
チ
リ
チ
ー
［Convention relative à l'ouverture des hostilités

］
で
、
つ
ま
り
開
戦
で
は
な
く
、
敵
対
行
為
の
開
始
に
関
す
る
条

約
と
、
正
し
く
訳
す
る
な
ら
ば
、
さ
う
訳
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
此
処
で
申
す
ゾ
ス
チ
リ
チ
ー
［hostilités

］
は
、
戦
争
と
い

ふ
ま
で
に
至
ら
な
い
武
力
行
動
の
意
味
に
お
け
る
敵
対
行
為
で
は
な
く
、
実
質
的
に
は
戦
争
の
こ
と
を
意
味
し
て
を
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

標
題
と
し
て
は
誤
訳
で
は
あ
り
ま
す
が
、
実
質
的
に
は
差
支
へ
は
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
開
戦
に
関
す
る
条
約
の
眼
目
は
、
開
戦
に
は
先
づ

以
て
理
由
を
付
し
た
る
開
戦
の
宣
言
か
、
或
は
条
件
附
き
の
最
後
通
牒
─
─
こ
れ
は
言
ふ
こ
と
を
聴
か
な
け
れ
ば
自
由
行
動
を
執
る
ぞ
と
い
ふ

コ
ー
リ
フ
イ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
［qualification

］
を
付
し
た
条
件
附
き
の
開
戦
宣
言
を
含
ん
で
を
る
最
後
通
牒
を
以
て
す
る
明
瞭
な
る
通
告
を
な

す
べ
し
と
い
ふ
の
が
第
一
条
の
規
定
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
条
約
の
出
来
る
以
前
に
お
い
て
は
、
開
戦
に
は
必
ず
し
も
最
後
通
牒
な
り
、
ま
た
は

宣
戦
と
い
ふ
手
続
は
要
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
明
治
三
十
七
年
の
日
露
戦
役
の
発
端
に
お
い
て
、
我
が
艦
隊
は
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宣
戦
に
先
立
つ
数
日
前
に
ロ
シ
ヤ
の
商
船
を
拿
捕
し
、
又
仁
川
沖
で
ロ
シ
ヤ
の
艦
隊
を
撃
破
し
、
更
に
又
旅
順
の
海
上
攻
撃
を
も
行
っ
て
を

る
。
こ
れ
は
従
来
の
学
説
及
び
慣
例
に
照
し
て
少
し
も
問
題
に
す
る
余
地
の
な
い
適
法
な
行
為
で
あ
り
ま
す
。
殊
に
宣
戦
不
要
論
は
イ
ギ
リ
ス

の
国
際
法
学
者
が
多
く
唱
へ
て
を
る
所
で
あ
り
ま
し
て
、
従
っ
て
当
時
イ
ギ
リ
ス
の
国
際
法
学
者
は
殆
ど
全
部
日
本
の
行
動
を
適
法
と
見
た
の

で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
日
露
戦
役
中
に
お
い
て
も
、
ま
た
そ
の
後
に
お
い
て
も
、
日
本
の
行
動
に
は
何
等
違
法
の
点
は
な
い
と
し
て
も
、
将
来

は
不
意
討
と
い
ふ
こ
と
は
や
め
に
し
や
う
ぢ
や
な
い
か
、
開
戦
に
は
一
定
の
手
続
を
履
ま
し
め
る
制
例
を
立
つ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
ふ
意

見
が
出
て
参
り
ま
し
た
。
殊
に
開
戦
の
手
続
が
定
ま
っ
て
ゐ
な
い
と
、
交
戦
状
態
の
成
立
は
最
初
の
敵
対
行
為
を
以
て
起
算
点
と
す
る
の
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
最
初
の
敵
対
行
為
と
い
ふ
の
は
何
で
あ
る
か
、
何
時
の
且
如
何
な
る
行
動
を
以
て
最
初
の
敵
対
行
動
と
認
め
る
か
と
い
ふ
に

就
て
い
ろ
い
ろ
議
論
の
起
る
余
地
の
あ
る
。
現
に
日
露
開
戦
の
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
議
論
が
盛
ん
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
右
様
の
見
地
か
ら
し
て
、
日
露
戦
役
の
終
り
ま
し
た
翌
年
、
即
ち
一
九
〇
六
年
に
、
ゲ
ン
ト
で
開
か
れ
ま
し
た
万
国
国
際
法
学
会
の

総
会
で
、
開
戦
は
予
め
宣
戦
か
又
は
条
件
付
き
の
最
後
通
牒
を
発
し
た
上
の
こ
と
に
し
や
う
と
い
ふ
決
議
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
決
議
を
そ
の

儘
踏
襲
し
て
出
来
上
が
っ
た
も
の
が
一
九
〇
七
年
の
第
二
回
ハ
ー
グ
の
平
和
会
議
に
お
け
る
開
戦
の
手
続
に
関
す
る
条
約
で
あ
り
ま
す
。

　

然
る
に
こ
の
条
約
の
実
際
上
の
効
果
如
何
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
と
、
実
は
甚
だ
疑
は
し
い
の
で
あ
り
ま
す
。
先
づ
以
て
こ
の
条
約
の
大
眼
目

は
、
宣
戦
ま
た
は
最
後
通
牒
を
以
て
し
て
、
そ
れ
に
依
り
不
意
討
は
や
め
よ
う
と
い
ふ
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
規
定
の
下
で
果
し
て
不
意
討

が
喰
い
止
ま
る
も
の
か
ど
う
か
は
甚
だ
疑
は
し
い
の
で
あ
る
。
と
い
ふ
の
は
、
宣
戦
な
り
最
後
通
牒
な
り
の
通
告
と
、
実
際
の
敵
対
行
動
の
開

始
と
の
間
に
は
一
定
の
期
間
の
規
定
が
な
い
。
ハ
ー
グ
の
平
和
会
議
に
お
け
る
こ
の
条
約
の
討
議
の
際
、
宣
戦
と
敵
対
行
動
の
開
始
と
の
間
に

少
く
と
も
二
十
四
時
間
の
間
隔
を
設
く
べ
し
と
い
ふ
説
が
慥た

し

か
オ
ラ
ン
ダ
の
代
表
か
ら
出
た
の
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
フ
ラ
ン
ス
の
代
表

は
、
今
日
の
戦
争
で
は
軍
機
の
実
際
が
さ
う
い
ふ
こ
と
を
許
さ
な
い
と
い
っ
て
反
対
し
ま
し
て
、
遂
に
間
隔
を
設
け
る
と
い
ふ
規
定
は
出
来
な

か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
で
あ
り
ま
す
か
ら
現
在
の
規
定
の
下
に
お
い
て
は
、
開
戦
の
宣
言
を
な
す
と
殆
ど
同
時
に
、
ま
た
最
後
通
牒
に
お
い

て
要
求
す
る
所
の
回
答
の
期
間
を
極
め
て
短
時
間
に
限
っ
て
相
手
国
が
未
だ
応
戦
す
る
準
備
を
な
す
の
遑

い
と
ま

な
き
間
に
、
突
然
敵
対
行
動
を
開
始
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す
る
こ
と
の
出
来
る
余
地
は
綽

し
ゃ
く

々し
ゃ
くと

し
て
存
し
て
を
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
現
に
こ
の
条
約
が
出
来
ま
し
て
か
ら
、
さ
う
い
ふ
や
り
方
を
や
っ

た
交
戦
国
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
一
々
例
を
挙
げ
る
こ
と
は
控
へ
ま
す
が
、
殆
ど
同
時
に
敵
対
行
為
を
始
め
て
を
る
国
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
は
、
こ
の
条
約
の
規
定
す
る
所
に
従
は
な
い
で
、
即
ち
宣
戦
な
り
、
ま
た
は
最
後
通
牒
の
通
告
を
し
な
い
で
始
め
た
る
戦
争
は
、
そ
の

理
由
に
お
い
て
違
法
の
戦
争
で
あ
る
か
と
申
し
ま
す
と
、
若
し
さ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
開
戦
に
伴
ふ
所
の
国
際
法
上
の
い
ろ
い
ろ
な
義
務
や
実

際
上
の
不
便
を
避
け
ん
が
為
に
、
戦
争
と
い
ふ
名
を
避
け
て
実
を
行
ふ
と
い
ふ
途
は
い
く
ら
も
あ
る
。
宣
戦
と
い
ふ
形
式
を
履
ま
ざ
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
は
極
め
て
容
易
で
あ
り
ま
し
て
、
い
は
ゆ
る
ド
・
フ
ァ
ク
ト
・
ウ
ァ
ー
［de facto w

ar

（
事
実
上
の
戦
争
）
］

を
や
る
と
い
ふ
例
は
珍
し
く
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
且
つ
ま
た
宣
戦
と
い
ふ
手
続
を
履
ま
な
い
で
開
戦
す
る
こ
と
を
違
法
で
あ
る
と
論
じ
て
見

た
所
で
、
ま
た
さ
う
い
ふ
戦
争
に
は
戦
争
と
い
ふ
性
質
を
認
め
な
い
と
論
じ
た
所
で
、
戦
争
は
遠
慮
な
く
進
行
し
て
行
く
の
で
あ
り
ま
す
。
手

続
が
履
ん
で
な
い
か
ら
違
法
で
あ
る
と
い
っ
て
差
止
め
る
こ
と
が
出
来
る
位
な
ら
ば
、
国
際
法
は
戦
争
そ
の
も
の
を
も
差
止
め
る
こ
と
は
極

め
て
容
易
な
筈
で
あ
り
、
従
っ
て
特
に
宣
戦
の
手
続
を
要
求
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
も
及
ば
な
い
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
と
思
ふ
。
の
み
な
ら

ず
、
こ
の
条
約
の
実
際
的
効
能
を
疑
は
し
む
る
一
層
重
大
な
る
理
由
は
他
に
も
あ
る
。
開
戦
の
決
心
を
し
た
国
で
こ
の
条
約
の
要
求
す
る
所
の

手
続
を
守
っ
て
を
っ
た
の
で
は
、
戦
機
を
逸
し
て
し
ま
ひ
、
為
め
に
戦
略
上
甚
だ
し
く
不
利
な
立
場
に
立
つ
と
い
ふ
懸
念
で
あ
り
ま
す
。
殊
に

空
軍
至
上
主
義
の
現
代
に
お
い
て
は
、
開
戦
は
空
襲
を
以
て
火
蓋
が
切
ら
れ
る
の
が
定
石
で
あ
り
ま
す
。
空
襲
は
先
ん
じ
て
敵
を
制
す
れ
ば
こ

そ
効
能
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
で
あ
る
か
ら
、
開
戦
の
危
機
が
い
よ
い
よ
迫
っ
て
来
た
な
ら
ば
、
先
づ
宣
戦
や
最
後
通
牒
の
発
送
と
い
ふ
こ

と
の
手
続
の
す
む
の
を
待
っ
て
を
っ
た
の
で
は
、
忽
ち
敵
に
機
先
を
制
さ
れ
、
開
戦
の
発
端
に
お
い
て
大
な
る
不
利
を
招
く
こ
と
は
申
す
ま
で

も
な
い
。
だ
か
ら
い
き
な
り
敵
の
領
域
内
に
驀
進
し
て
行
っ
て
、
最
迅
速
に
敵
の
空
軍
基
地
に
爆
撃
を
加
へ
、
敵
か
ら
の
空
襲
に
対
し
て
予
め

止
め
を
刺
す
と
い
ふ
策
に
出
る
こ
と
は
、
何
れ
の
国
で
も
苟
く
も
空
軍
を
持
つ
限
り
は
当
然
執
る
順
序
で
あ
り
ま
せ
う
。
開
戦
の
方
式
な
ど
に

拘
泥
し
て
を
っ
た
の
で
は
重
大
な
戦
機
を
失
ひ
ま
す
か
ら
、
到
底
実
行
の
望
ま
れ
な
い
規
定
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
こ
れ
は
空
軍
の
活
躍
の
ま

だ
見
ら
れ
な
か
っ
た
昔
の
平
面
的
の
作
戦
時
代
に
処
す
べ
き
規
定
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
代
に
お
い
て
は
相
当
の
理
由
が
あ
り
ま
し
た
ら
う
け
れ



－ 14 －

ど
も
、
今
日
に
お
い
て
は
多
く
は
望
み
得
ざ
る
寧
ろ
時
代
錯
誤
の
規
定
で
あ
り
ま
せ
う
。
若
し
世
の
中
に
時
勢
の
変
遷
と
い
ふ
こ
と
を
理
由
と

し
て
効
力
の
不
存
続
を
要
求
す
る
条
約
が
あ
り
と
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
条
約
な
ど
は
そ
の
劈
頭
第
一
に
載
る
べ
き
条
約
で
あ
る
ま
い
か
と
思
ひ

ま
す
。
尚
ほ
こ
の
条
約
と
大
東
亜
戦
争
と
の
関
係
は
後
に
申
上
げ
ま
す
。

　

次
に
は
ケ
ロ
ツ
グ
・
ブ
リ
ア
ン
の
不
戦
条
約
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
そ
の
イ
ン
ポ
ー
タ
ン
ス
［im

portance

］
の
上
に
お
い
て
は
只
今

ま
で
に
挙
げ
ま
し
た
る
他
の
七
つ
の
条
約
の
遥
か
に
上
に
位
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
重
要
性
か
ら
い
へ
ば
恐
ら
く
第
一
で
あ
り
ま
せ
う
。

こ
の
条
約
は
条
文
僅
か
に
三
ヶ
条
に
過
ぎ
な
い
至
極
簡
単
な
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
大
眼
目
と
す
る
所
は
、
第
一
に
、
締
約
国
は
国
際

紛
争
の
解
決
の
為
の
戦
争
に
訴
ふ
る
こ
と
を
非
と
し
─
─
こ
の
『
非
と
し
』
は
コ
ン
デ
イ
ム
［condem

n

（
非
難
す
る
）
］
で
あ
り
ま
す
─

─
且
つ
そ
の
相
互
の
関
係
に
お
い
て
国
家
の
政
策
の
具
と
し
て
の
戦
争
を
抛
棄
す
る
、
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
・
ポ
リ
シ
ー
の
イ
ン
ス
ト
ル
ー
メ
ン
ト

［instrum
ent

］
と
し
て
の
戦
争
を
リ
ナ
ウ
ン
ス
［renounce

］
す
る
、
こ
れ
を
厳
粛
に
宣
言
す
る
と
い
ふ
の
が
主
眼
で
あ
り
ま
す
。
『
戦
争

に
訴
ふ
る
こ
と
を
非
と
し
』
の
コ
ン
デ
イ
ム
と
い
ふ
言
葉
に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
が
ご
ざ
い
ま
せ
う
。
こ
の
点
高
柳
［
賢
三
］
先
生
な
ど
に
特

別
に
お
教
へ
を
仰
ぎ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
コ
ン
デ
イ
ム
は
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
字
彙
に
は
、
一
は
犯
罪
、
且
つ
処
罰
を
宣
告
す
る
所
の
司
法
的
行

為
、
二
に
は
強
き
叱
責
、
非
難
、
糾
弾
と
解
説
し
て
あ
る
。
又
ブ
ー
ヴ
ィ
ア
ー
［John B

ouvier

］
判
事
編
纂
の
法
律
辞
書
に
は
─
─
こ
れ

は
私
が
常
に
座
右
に
置
い
て
を
る
法
律
辞
書
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
が
─
─
そ
れ
に
は
コ
ン
デ
イ
ム
を
先
づ
『
国
際
法
に
お
い
て
は
公
海
に
お
い

て
拿
捕
し
た
る
船
を
当
該
管
轄
当
局
に
お
い
て
適
法
の
捕
獲
物
と
す
る
権
利
』
こ
れ
は
普
通
に
海
上
捕
獲
に
お
い
て
称
す
る
所
の
コ
ン
デ
イ
ム

ネ
ー
シ
ヨ
ン
［condem

nation

］
で
あ
り
ま
す
。
次
に
『
民
法
に
お
い
て
は
、
或
人
に
或
事
を
為
す
べ
し
、
或
物
を
与
ふ
べ
し
、
或
物
を
支

払
ふ
べ
し
と
命
じ
、
ま
た
或
申
立
を
理
由
な
し
と
断
じ
又
は
判
決
す
る
。
然
れ
ど
も
民
事
、
刑
事
と
も
に
コ
ン
ビ
ク
シ
ョ
ン
［conviction

］

の
語
を
用
ひ
る
の
を
一
層
普
通
と
す
』
と
あ
る
、
然
ら
ば
こ
ヽ
で
い
ふ
戦
争
に
訴
ふ
る
こ
と
を
コ
ン
デ
ム
す
る
と
い
ふ
の
は
、
戦
争
を
犯
罪
即

ち
ク
ラ
イ
ム
と
見
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
と
い
ふ
に
、
元
来
ク
ラ
イ
ム
と
は
、
法
律
が
禁
ず
る
か
、
ま
た
は
命
ず
る
所
に
違
反
し
て
こ
れ
を

行
ひ
、
ま
た
は
行
は
ず
と
い
ふ
行
為
で
あ
り
ま
す
。
簡
単
に
申
す
と
法
律
の
禁
ず
る
所
で
あ
り
、
法
律
に
背
い
た
違
反
行
為
で
あ
り
ま
す
。
然
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る
に
戦
争
は
、
不
戦
条
約
の
調
印
当
時
に
お
い
て
、
未
だ
曽
て
国
際
法
が
こ
れ
を
禁
じ
て
を
っ
た
の
で
は
な
い
。
た
と
へ
新
た
に
一
つ
の
条
約

を
作
っ
て
こ
れ
を
犯
罪
と
称
す
る
こ
と
に
し
た
所
で
、
前
に
申
し
た
如
く
、
そ
の
条
約
が
世
界
の
有
力
な
る
且
つ
多
数
の
国
際
法
学
者
が
裏
書

き
し
て
、
権
威
あ
る
学
説
が
こ
れ
を
支
持
す
る
や
う
に
な
る
ま
で
は
、
新
規
の
一
条
約
で
あ
る
以
外
に
、
未
だ
以
て
国
際
法
上
の
新
原
則
と

し
て
は
受
取
ら
れ
な
い
や
う
に
思
ひ
ま
す
。
第
一
次
大
戦
後
の
パ
リ
ー
会
議
の
予
備
会
議
に
お
き
ま
し
て
、
カ
イ
ゼ
ル
・
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
二

世
［W

ilhelm
 II

］
を
国
際
道
義
に
反
し
、
条
約
の
神
聖
を
汚
し
た
り
と
い
ふ
点
で
訴
追
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
立
案
す
る
に
当
り
、

こ
れ
を
ク
ラ
イ
ム
と
し
て
取
扱
ふ
か
ど
う
か
と
い
ふ
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
議
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
結
局
ク
ラ
イ
ム
と
し
な
い
で
、
オ
ツ
フ
エ
ン

ス
［offence

］
と
い
ふ
字
を
使
ひ
、
そ
れ
に
『
重
大
な
る
』
と
い
ふ
形
容
詞
を
つ
け
る
こ
と
に
し
て
鳬け

り

が
つ
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
外
務
省

の
官
訳
文
に
は
、
こ
の
オ
ツ
フ
エ
ン
ス
が
犯
行
と
な
っ
て
を
り
ま
す
。
犯
行
と
い
ふ
よ
り
は
非
行
と
い
ふ
位
の
所
が
適
当
ぢ
や
な
い
か
と
思
ひ

ま
す
。
不
戦
条
約
の
コ
ン
デ
ム
と
い
ふ
の
も
寧
ろ
咎

き
ゅ
う

責せ
き

と
い
ふ
意
義
に
と
り
ま
し
て
、
戦
争
に
訴
へ
る
こ
と
を
非
行
と
す
る
と
い
ふ
位
に
解

す
る
の
が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。
国
際
法
上
よ
し
ん
ば
戦
争
は
適
法
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
国
際
政
治
上
の
見
地
か
ら
見
て
こ
れ
を
非
行
と

認
め
る
、
さ
う
し
て
そ
れ
を
国
際
紛
争
の
解
決
手
段
に
し
な
い
と
い
ふ
こ
と
を
互
ひ
に
約
束
す
る
。
こ
れ
が
こ
の
条
文
の
意
義
で
は
あ
る
ま
い

か
、
さ
う
い
ふ
風
に
取
り
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
世
の
中
で
は
犯
罪
と
な
ら
ず
適
法
な
こ
と
で
も
、
実
行
し
な
い
と
い
ふ
こ
と
を
約
束
す
る
こ
と

は
沢
山
あ
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
約
束
に
背
い
た
か
ら
と
て
、
約
束
違
反
の
背
信
行
為
と
い
ふ
こ
と
は
無
論
成
立
ち
ま
す
け
れ
ど
も
、
敢
て
犯
罪

を
構
成
す
る
に
至
ら
な
い
も
の
は
そ
の
例
少
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
社
会
の
罪
悪
と
な
る
べ
き
行
為
、
例
へ
ば
人
を
殺
す
と
か
、
財
を
盗
む
と
い

ふ
行
為
で
、
さ
う
し
て
法
律
が
こ
れ
を
禁
じ
て
を
る
の
を
犯
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
犯
罪
を
構
成
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
ま
す
が
、
従
来
適

法
で
あ
っ
た
も
の
を
、
都
合
に
よ
っ
て
し
な
い
こ
と
に
し
よ
う
と
い
っ
て
、
さ
う
し
て
た
ま
た
ま
そ
の
約
束
を
破
っ
た
か
ら
と
て
、
そ
の
破
っ

た
行
為
そ
の
も
の
は
犯
罪
と
は
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
煙
草
を
吸
は
ん
こ
と
に
し
よ
う
と
約
束
し
た
。
と
こ
ろ
が
相
手
が
約
に
背
い
て
煙
草

を
喫
ん
だ
。
こ
れ
は
約
束
違
反
の
背
信
行
為
で
は
無
論
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
と
が
犯
罪
を
以
て
論
ず
る
こ
と
の
出
来
な
い
の
と
同
じ

理
屈
で
あ
り
ま
す
。
不
戦
条
約
の
下
に
お
け
る
戦
争
と
い
ふ
こ
と
の
性
質
も
、
こ
の
理
由
に
照
し
て
考
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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次
に
は
、
こ
の
条
約
に
お
い
て
抛
棄
と
い
ふ
こ
と
を
厳
粛
に
宣
言
し
た
る
『
国
家
ノ
政
策
ノ
手
段
ト
シ
テ
ノ
戦
争
』
の
文
句
で
あ
る
。
こ
の

文
句
の
中
で
第
一
に
問
題
と
な
る
の
は
『
国
家
ノ
』
と
い
ふ
字
で
あ
り
ま
す
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ポ
リ
シ
ー
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
こ
の
言
葉
に
重

き
を
お
い
て
を
る
解
釈
も
あ
る
。
不
戦
条
約
の
生
み
の
母
と
言
は
れ
ま
し
た
る
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
大
学
の
シ
ヨ
ツ
ト
ウ
エ
ル
［Jam

es Thom
son 

Shotw
ell

］
は
特
に
こ
の
『
国
家
』
と
い
ふ
言
葉
に
重
き
を
お
い
て
、
か
う
い
ふ
風
に
説
い
て
を
り
ま
す
。
『
国
家
の
政
策
の
手
段
と
し
て
の

戦
争
を
抛
棄
す
る
と
い
ふ
字
句
の
中
、
そ
の
最
も
重
要
な
る
は
国
家
の
語
で
あ
る
。
戦
争
は
総
て
こ
れ
を
抛
棄
す
る
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
い

や
政
策
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
で
も
、
必
ず
し
も
抛
棄
せ
よ
と
は
言
は
な
い
。
た
ヾ
抛
棄
す
べ
き
は
、
ブ
リ
ア
ン
［Aristide Briand

］
氏

の
言
へ
る
如
く
、
国
家
の
目
的
の
自
意
的
（
ス
ポ
ン
テ
ニ
ア
ス
［spontaneous

］
、
ス
ポ
ン
タ
ネ
）
の
主
張
に
係
る
戦
争
の
み
で
あ
る
。
従
っ

て
国
際
連
盟
規
約
ま
た
は
ロ
カ
ル
ノ
協
定
に
よ
る
平
和
保
障
国
の
連
合
行
動
の
如
き
は
こ
れ
に
触
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
違
反
国
に
対
す
る
武

力
の
共
同
的
使
用
の
如
き
は
、
各
国
の
国
家
の
政
策
の
手
段
と
し
て
ヾ
は
な
く
、
国
際
団
の
手
段
と
し
て
ヾ
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
条
約

を
通
じ
一
言
半
句
も
妨
げ
る
所
が
な
い
の
で
あ
る
』
と
述
べ
て
ゐ
る
。
（Shotw

ell, The Pact of Paris, p.11

）
。
こ
の
中
に
挙
げ
て
あ
り

ま
す
『
ブ
リ
ア
ン
氏
の
言
へ
る
如
く
』
と
い
ふ
の
は
、
こ
の
条
約
案
が
ア
メ
リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
の
両
国
政
府
間
に
交
渉
中
の
折
、
フ
ラ
ン
ス
［
駐

米
］
大
使
の
ク
ラ
ウ
デ
ル
［
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
、Paul Louis Charles Claudel

］
が
一
九
二
八
年
三
月
二
十
六
日
附
で
米
国
の
国
務

長
官
ケ
ロ
ツ
グ
［Frank Billings K

ellogg

］
に
宛
て
ま
し
た
る
手
紙
の
中
に
『
国
家
の
政
策
と
し
て
の
戦
争
、
別
語
に
て
言
へ
ば
、
締
約

国
自
身
の
自
意
的
（
ス
ポ
ン
タ
ネ
）
且
つ
独
立
的
の
政
策
を
実
行
す
る
手
段
と
し
て
の
戦
争
』
と
い
ふ
文
句
で
あ
る
。
こ
れ
を
指
し
た
の
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
い
は
ゆ
る
『
自
意
的
且
つ
独
立
的
の
政
策
を
実
行
す
る
手
段
と
し
て
の
戦
争
』
と
は
、
然
ら
ば
具
体
的
に
ど
ん
な
も
の
を
指
す

の
か
と
い
ふ
と
、
そ
れ
は
何
も
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
字
句
か
ら
推
し
て
、
丁
度
そ
の
反
対
の
言
葉
に
な
り
ま
す
『
自
意
的
』
に
対
す
る
『
他

意
的
』
且
つ
『
独
立
的
』
に
対
す
る
『
共
同
的
』
の
政
策
を
実
行
す
る
手
段
と
し
て
の
戦
争
、
例
へ
ば
国
際
連
盟
規
約
第
十
六
条
に
よ
る
所
の

共
同
制
裁
以
外
の
戦
争
は
悉
く
こ
れ
国
家
の
政
策
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
と
し
て
、
こ
の
条
約
の
禁
ず
る
所
の
も
の
と
い
ふ
風
に
解
し
た
で
あ

ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
即
ち
国
家
と
い
ふ
の
は
『
国
際
的
』
と
い
ふ
の
に
対
す
る
『
各
国
家
個
々
の
』
と
い
ふ
意
味
の
積
り
で
あ
っ
た
や
う
で
あ
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り
ま
す
。
つ
ま
り
各
国
が
連
合
し
て
行
ふ
武
力
的
制
裁
［
集
団
安
全
保
障
に
よ
る
制
裁
戦
争
］
に
あ
ら
ざ
る
所
の
各
国
独
自
の
と
い
ふ
の
が
、

こ
の
条
約
の
立
案
者
の
意
味
ら
し
く
思
は
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
『
政
策
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
』
、
こ
れ
は
右
の
フ
ラ
ン
ス
大
使
の
述
べ
た
所
以
外
に
、
米
国
の
外
交
評
論
家
の
間
に
は
当
時
い
ろ
い

ろ
の
解
釈
が
出
ま
し
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
ハ
ウ
ラ
ン
ド
［Charles P. H

ow
land

］
は
か
う
い
ふ
風
に
定
義
し
て
を
り
ま
す
。
『
政
策
ま
た

は
利
益
ま
た
は
権
利
の
主
張
ま
た
は
尊
重
若
く
は
擁
護
に
関
す
る
総
て
の
戦
争
』
、
こ
れ
は
ハ
ウ
ラ
ン
ド
が Survey of A

m
erican Foreign 

Relations
 

に
書
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
聊
か
や
ヽ
こ
し
い
定
義
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
一
番
よ
い
と
思
は
る
ヽ
の
は
、
少
く
と
も
比

較
的
よ
い
と
思
ふ
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際
法
学
者
の
フ
エ
ン
ウ
ヰ
ツ
ク
［Charles G

. Fenw
ick

］
が
『
国
家
の
政
策
の
具
と
し
て
の
戦

争
は
、
国
家
の
ク
レ
イ
ム
ス
［claim

s
］
に
従
っ
て
、
ま
た
は
国
家
の
イ
ン
テ
レ
ス
ツ
［interests

］
の
増
進
の
為
に
す
る
戦
争
と
定
義
す

べ
き
で
あ
る
。
但
し
か
ヽ
る
要
求
及
び
利
益
に
し
て
各
主
権
国
の
固
有
す
る
自
衛
権
に
基
く
性
質
を
有
せ
ざ
る
場
合
と
す
』
と
云
へ
る
定
義
で

あ
る
。
こ
れ
は
フ
エ
ン
ウ
ヰ
ツ
ク
が
ア
メ
リ
カ
ン
・
ジ
ヤ
ー
ナ
ル
・
オ
ヴ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ロ
ー
の
一
九
二
八
年
・
第
二
十
二
巻

に
掲
げ
て
あ
る
定
義
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
比
較
的
簡
に
し
て
要
を
得
た
も
の
か
と
思
ふ
。
要
す
る
に
『
政
策
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
』と
は
、

自
衛
権
の
要
求
に
発
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
専
ら
政
策
的
打
算
か
ら
し
て
行
ふ
所
の
戦
争
と
解
し
て
然
る
べ
き
か
と
思
ひ
ま
す
。

　

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
不
戦
条
約
と
侵
略
戦
な
る
も
の
と
の
関
係
で
あ
る
。
世
間
普
通
に
言
ふ
所
の
侵
略
戦
と
い
ふ
も
の
が
不
戦
条
約

に
よ
っ
て
否
認
せ
ら
る
べ
き
こ
と
は
無
論
で
あ
り
ま
せ
う
が
、
し
か
も
一
体
侵
略
戦
と
は
何
で
あ
る
か
、
侵
略
と
は
如
何
な
る
行
動
を
意
味
す

る
も
の
で
あ
る
か
と
問
へ
ば
、
こ
れ
に
対
す
る
明
瞭
の
答
は
頗
る
難
かマ

マ

し
い
。
侵
略
な
り
侵
略
国
な
り
の
言
葉
は
、
第
一
次
大
戦
以
前
の
国
際

条
約
に
は
勿
論
の
こ
と
、
国
際
法
関
係
の
著
書
論
文
の
上
に
も
あ
ま
り
見
え
な
か
っ
た
言
葉
で
あ
り
ま
す
。
皆
無
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
際
条

約
の
上
に
お
い
て
こ
の
言
葉
の
見
え
た
の
は
、
例
へ
ば
第
一
回
の
日
英
同
盟
条
約
の
第
一
条
に
『
全
然
侵
略
的
趨
向
に
制
せ
ら
れ
る
こ
と
な
き
』

と
い
ふ
語
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
明
治
三
十
八
年
の
第
二
回
、
明
治
四
十
四
年
の
第
三
回
の
日
英
同
盟
条
約
の
何
れ
も
第
二
条
に
は
『
一
国
若
し

く
は
数
国
の
侵
略
的
行
動
』
の
語
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
そ
の
侵
略
と
は
極
め
て
広
い
意
味
で
、
つ
ま
り
不
法
の
武
力
行
動
と
い
ふ
意
味
で
あ
っ
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た
。
国
際
連
盟
規
約
の
第
十
条
に
あ
る
『
外
部
の
侵
略
』
の
『
侵
略
』
も
、
や
は
り
同
じ
や
う
な
意
味
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

 
 

然
る
に
第
一
次
大
戦
以
後
に
な
り
、
侵
略
と
い
ふ
言
葉
は
国
際
問
題
の
上
に
お
い
て
一
つ
の
流
行
語
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
確
た
る

意
義
は
甚
だ
不
明
瞭
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
以
来
十
数
年
間
に
お
け
る
国
際
政
治
の
中
心
問
題
は
、
い
は
ゆ
る
安
全
保
障
と
連
合
制
裁
、
こ
の

二
つ
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
問
題
は
い
つ
も
侵
略
国
と
は
何
で
あ
る
か
と
云
ふ
議
論
と
な
っ
て
不
得
要
領
に
終
っ
て
を
る
。
侵
略
国
と
は
一

体
何
で
あ
る
か
、
誰
が
誰
を
侵
略
国
と
決
め
る
か
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
と
、
問
題
は
い
つ
も
循
環
論
理
─
─
サ
ー
キ
ユ
レ
ー
チ
ン
グ
・
ロ
ジ
ツ

ク
［circulating logic
］
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
の
難
関
を
突
破
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
国
際
法
は
開
戦
を
相
手
国
か
ら
現
に
攻
撃
を

受
け
た
上
の
受
身
の
場
合
に
限
る
も
の
と
は
し
て
を
り
ま
せ
ん
。
若
し
そ
う
い
ふ
風
に
決
め
れ
ば
、
問
題
は
洵
に
簡
単
に
な
り
、
侵
略
国
の

定
義
の
難
題
は
忽
ち
解
決
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
先
に
手
を
出
し
た
方
が
侵
略
国
と
い
ふ
こ
と
に
定
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
問
題

は
な
か
な
か
さ
う
簡
単
に
は
片
付
か
な
い
。
侵
略
を
行
ふ
に
は
、
先
づ
相
手
を
し
て
手
を
出
さ
し
む
る
方
法
も
あ
る
。
ビ
ス
マ
ル
ク
［O

tto 

Eduard Leopold Fürst von Bism
arck

］
な
ど
は
そ
れ
が
得
意
で
あ
り
ま
し
た
。
ビ
ス
マ
ル
ク
は
、
私
は
必
ず
し
も
侵
略
の
み
を
信
条
と

し
た
政
治
家
と
は
思
ひ
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
決
し
て
侵
略
が
不
得
意
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
他
国
と
開
戦
す
る
場
合
に
は
、
六
十
六
年
の
オ
ー

ス
ト
リ
ー
と
の
戦
争
［
普
墺
戦
争
］
で
も
、
七
十
年
の
フ
ラ
ン
ス
と
の
そ
れ
［
普
仏
戦
争
］
で
も
、
い
つ
も
相
手
を
し
て
先
づ
手
を
出
さ
し
め

る
、
さ
う
し
て
プ
ロ
シ
ヤ
は
已
む
を
得
ず
応
戦
し
た
と
い
ふ
風
に
局
面
を
導
い
て
行
く
こ
と
が
大
得
意
で
あ
っ
た
。
本
当
に
侵
略
に
志
す
老
巧

な
政
治
家
は
、
自
ら
先
づ
手
を
出
し
て
進
ん
で
侵
略
国
と
い
ふ
不
名
誉
な
名
を
負
ふ
や
う
な
拙
な
こ
と
は
し
ま
す
ま
い
。
で
あ
る
か
ら
、
ど
っ

ち
が
先
に
手
を
出
し
た
か
と
い
ふ
こ
と
で
、
侵
略
国
の
何
れ
な
の
か
を
決
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
初
代
の
労
働
党
内
閣
の
総
理
の
ラ
ム
ゼ
ー
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
［Jam

es Ram
say M

acD
onald

］
は
、
国
際
連
盟
の
軍
縮
諮

問
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
『
侵
略
の
責
任
の
帰
着
を
判
定
す
る
の
能
の
あ
る
者
は
戦
後
五
十
年
を
経
て
筆
を
執
る
歴
史
家
で
あ
っ
て
、
開
戦
の

際
に
お
け
る
政
治
家
に
あ
ら
ず
』
と
云
ひ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
至
言
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。

　

一
九
二
三
年
の
第
四
回
国
際
連
盟
総
会
に
お
い
て
立
案
し
た
る
相
互
援
助
条
約
の
案
に
は
、
前
に
も
ち
ょ
っ
と
申
し
ま
し
た
や
う
に
、
劈
頭
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第
一
に
『
締
約
国
は
侵
略
戦
争
が
国
際
的
罪
悪
な
る
こ
と
を
厳
粛
に
宣
言
し
、
各
自
こ
れ
を
犯
さ
ざ
る
こ
と
を
約
す
』
と
規
定
し
、
ま
た
そ
の

第
一
条
第
二
項
に
お
い
て
『
紛
争
の
当
事
国
に
し
て
理
事
会
の
全
会
一
致
の
勧
告
、
国
際
司
法
裁
判
所
の
判
決
、
ま
た
は
仲
裁
裁
判
を
受
諾
せ

る
国
が
之
を
受
諾
せ
ざ
る
締
約
国
に
対
し
て
為
せ
る
戦
争
は
侵
略
戦
争
と
看
做
さ
る
ヽ
こ
と
な
し
』
と
声
明
し
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
等
の
規

定
や
声
明
で
は
、
未
だ
以
て
侵
略
国
の
性
質
を
明
か
に
す
る
の
に
は
足
ら
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
現
に
同
じ
一
九
二
三
年
の
連
盟
の
軍
縮
常
設
諮

問
会
の
決
議
の
中
に
は
、
『
何
を
以
て
侵
略
行
為
と
な
す
か
に
つ
い
て
は
、
満
足
的
な
定
義
は
到
底
立
つ
る
こ
と
を
得
な
い
。
仮
に
定
義
を
立

て
得
た
と
し
て
も
、
何
を
以
て
侵
略
行
為
が
発
生
し
た
か
を
決
す
る
こ
と
の
困
難
は
、
依
然
と
し
て
存
在
す
る
。
近
代
戦
争
の
情
勢
に
お
い
て

は
、
仮
令
理
論
の
上
に
お
い
て
も
侵
略
行
為
の
何
な
る
か
を
決
定
す
る
は
不
可
能
で
あ
る
。
動
員
も
国
境
侵
入
も
、
こ
れ
を
決
定
す
る
の
標
準

と
な
す
に
足
ら
な
い
。
真
の
侵
略
は
何
等
有
形
的
の
行
動
に
は
存
在
し
な
い
で
、
一
国
の
他
国
に
対
す
る
政
治
的
政
策
の
上
に
こ
れ
を
求
む
る

の
外
な
い
』
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
蓋
し
適
切
な
る
見
解
で
あ
り
ま
せ
う
。

　

そ
の
後
の
国
際
連
盟
総
会
や
連
盟
主
催
の
軍
縮
会
議
に
お
い
て
、
侵
略
問
題
は
何
度
蒸
し
返
へ
さ
れ
た
か
知
れ
ま
せ
ん
が
、
煩
雑
で
あ
る
か

ら
繰
返
し
て
紹
介
す
る
こ
と
は
や
め
ま
す
が
、
要
す
る
に
大
体
帰
着
し
た
所
は
、
国
際
義
務
─
─
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
・
オ
ブ
リ
ゲ
ー
シ
ヨ

ン
［International obligation

］
、
殊
に
条
約
上
の
義
務
の
無
視
と
い
ふ
こ
と
を
侵
略
の
要
件
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
締
約
国
は

或
る
条
件
の
許
す
範
囲
内
に
お
い
て
行
ふ
以
外
に
、
凡
そ
開
戦
す
る
を
得
ざ
る
こ
と
を
相
約
し
た
る
に
拘
ら
ず
、
こ
れ
に
違
反
し
て
干
戈
に
訴

ふ
る
こ
と
あ
ら
ば
、
そ
れ
を
ば
侵
略
国
と
称
す
る
の
で
あ
る
。
侵
略
の
定
義
も
こ
ヽ
ま
で
来
る
と
大
分
進
化
し
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
し

か
し
侵
略
と
い
ふ
言
葉
を
か
や
う
に
定
義
す
る
に
至
り
ま
し
て
も
、
問
題
は
未
だ
以
て
解
決
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
条
約
の

解
釈
権
は
当
事
国
双
方
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
一
方
が
条
約
違
反
と
論
じ
て
見
た
所
で
、
他
方
が
違
反
に
あ
ら
ず
と
反
駁
す
る
こ
と
は
自
由
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
第
三
国
の
批
判
も
、
必
ず
し
も
侵
略
国
と
指
定
さ
れ
た
方
を
同
様
に
侵
略
国
と
判
断
す
る
に
一
致
す
る
と
は
限
り
ま
す
ま
い
。

従
っ
て
或
る
国
が
本
当
に
国
際
義
務
違
反
で
あ
る
か
否
や
は
、
時
に
は
議
論
の
起
る
余
地
が
あ
り
、
そ
れ
だ
け
侵
略
国
の
的
確
の
判
断
は
、
実

際
に
お
い
て
難
か
し
い
場
合
が
あ
り
ま
せ
う
。
一
体
或
る
国
が
侵
略
国
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
誰
が
こ
れ
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
か
。
各
国
の
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利
害
の
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
所
の
か
う
い
ふ
重
大
な
る
問
題
を
ば
、
多
数
決
に
よ
っ
て
決
め
る
と
い
ふ
こ
と
に
、
各
国
が
常
に

同
意
す
る
と
は
思
は
れ
な
い
。
こ
ヽ
に
難
関
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
難
関
に
ぶ
つ
か
っ
て
、
こ
の
問
題
は
常
に
一
歩
も
進
み
得
な
い
の
で
あ
り

ま
す
。
国
際
紛
争
を
仲
裁
裁
判
な
り
、
国
際
委
員
会
な
り
に
付
議
し
、
そ
の
決
定
に
服
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
国
を
侵
略
国
と
看
做
す
と
い
ふ
が

如
き
、
洵
に
議
論
は
簡
単
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
開
戦
を
賭
し
て
ま
で
相
争
ふ
と
い
ふ
程
の
重
大
な
る
政
治
的
紛
争
を
仲
裁
裁
判
に
付
議
す

る
こ
と
に
同
意
す
る
国
と
て
は
、
少
く
と
も
今
日
ま
で
は
大
概
の
国
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
義
務
的
仲
裁
裁
判
は
理
想
と
し
て
は
結
構
で
あ
り
ま

す
が
、
事
実
世
界
の
総
て
の
国
々
を
こ
れ
に
網
羅
す
る
こ
と
は
難
か
し
い
。
従
っ
て
仲
裁
裁
判
に
服
す
る
や
否
や
を
以
て
侵
略
国
と
否
と
に
分

つ
こ
と
は
、
そ
の
前
提
に
お
い
て
不
可
能
若
く
は
非
常
な
困
難
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。
若
し
そ
れ
を
分
つ
こ
と
が
出
来
る
と
す
れ
ば
、
侵
略
国

が
ど
ち
ら
で
あ
る
か
は
容
易
に
判
断
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
寧
ろ
例
外
で
あ
り
ま
し
て
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当

事
国
の
ど
ち
ら
を
侵
略
国
と
判
断
し
て
よ
い
か
、
ま
た
ど
う
い
ふ
意
味
合
ひ
に
お
い
て
侵
略
国
で
あ
る
と
論
断
す
る
か
は
、
い
よ
い
よ
究
め
て

い
よ
い
よ
惑
は
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

こ
の
不
戦
条
約
の
交
渉
中
に
お
い
て
も
フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら
出
た
当
時
の
原
案
で
は
、
そ
の
抛
棄
せ
ん
と
す
る
戦
争
を
『
国
家
の
政
策
の
具

と
し
て
の
戦
争
』
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
か
ら
第
二
回
目
に
出
ま
し
た
る
原
案
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
自
ら
そ
れ

を
『
侵
略
戦
争
』
と
修
正
し
て
来
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
の
方
で
は
、
こ
の
修
正
に
は
同
意
し
な
い
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
フ
ラ
ン
ス
大
使

に
宛
て
ま
し
た
る
一
九
二
八
年
一
月
十
一
日
附
の
返
簡
の
中
に
『
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
戦
争
の
抛
棄
に
関
す
る
多
辺
的
の
一
条
約
を
米
国
政
府
と

共
同
に
確
認
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
同
意
を
表
せ
ら
れ
た
る
所
の
ブ
リ
ア
ン
氏
の
一
九
二
八
年
一
月
五
日
附
の
回
答
は
、
一
見
す
る
所
［
、
］
該

条
約
を
侵
略
戦
争
の
み
に
限
ら
ん
と
す
る
も
の
の
や
う
で
あ
る
。
然
る
に
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
去
る
六
月
中
、
自
分
に
提
案
せ
ら
れ
た
る
条
約
案

に
は
、
何
等
か
ヽ
る
条
件
も
制
限
も
な
い
も
の
で
あ
る
。
自
分
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
如
何
な
る
理
由
を
以
て
当
初
の
案
を
か
く
修
正
せ
ら
れ
た

る
や
は
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
切
に
冀

こ
い
ね
がふ

所
は
、
こ
の
点
に
重
き
を
お
か
れ
な
い
で
、
ブ
リ
ア
ン
氏
の
最
初
の
原
案
通
り
、
国
家
の
政
策
の
具

と
し
て
の
一
切
の
戦
争
を
無
条
件
に
抛
棄
す
る
の
方
式
を
他
の
列
強
政
府
と
の
商
議
の
基
礎
案
と
せ
ら
れ
ん
こ
と
、
こ
れ
が
自
分
の
望
み
で
あ
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国際法における侵略と自衛

る
』
と
記
し
、
そ
れ
か
ら
続
い
て
の
返
簡
の
中
に
は
『
本
条
約
の
中
に
侵
略
国
の
定
義
や
、
開
戦
を
正
当
視
せ
し
む
る
除
外
例
な
り
条
件
な
り

を
掲
ぐ
る
に
お
い
て
は
、
条
約
の
効
力
は
頗
る
弱
め
ら
れ
、
平
和
の
保
障
と
し
て
の
積
極
的
価
値
は
事
実
皆
無
と
な
る
に
至
る
こ
と
を
惧
る
』

と
い
ひ
、
更
に
彼
は
、
同
年
三
月
十
五
日
、
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
際
関
係
研
究
会
に
お
い
て
な
し
た
演
説
中
に
お
い
て
、
一
層
詳
に
『
フ
ラ
ン

ス
は
後
に
至
り
侵
略
戦
争
の
み
を
抛
棄
せ
ん
と
す
る
案
を
提
議
し
た
。
不
戦
条
約
の
範
囲
を
か
く
侵
略
戦
争
の
み
に
限
ら
ん
と
す
る
こ
と
に
対

す
る
自
分
の
異
議
の
理
由
は
外
で
も
な
い
、
第
一
は
世
界
平
和
の
保
障
が
何
等
か
の
条
件
付
と
な
る
と
い
ふ
こ
と
に
対
す
る
自
分
の
不
賛
成
そ

の
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
侵
略
国
な
り
、
侵
略
戦
争
な
る
言
葉
に
は
一
つ
も
満
足
す
べ
き
定
義
の
存
在
す
る
こ
と
が
な
い
の
に
あ
る
。
自
分
は

濫
用
の
弊
を
伴
ふ
の
虞
れ
の
無
い
一
つ
の
定
義
を
如
何
に
し
て
立
て
得
る
か
に
惑
ひ
な
き
を
得
な
い
。
凡
そ
定
義
な
る
も
の
は
抜
道
の
あ
る

も
の
で
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
最
近
国
際
連
盟
の
軍
縮
準
備
委
員
会
に
提
出
し
た
る
覚
書
の
中
で
、
英
国
外
相
チ
エ
ム
バ
ー
レ
ン
［Sir 

Joseph Austen Cham
berlain

］
が
『
自
分
は
侵
略
国
な
る
も
の
を
定
義
せ
ん
と
す
る
企
て
に
は
依
然
反
対
す
る
、
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ

は
浄
者
（
イ
ン
ノ
ー
セ
ン
ト
［innocent
］
）
に
と
っ
て
は
一
つ
の
ト
ラ
ツ
プ
［trap

］
と
な
り
、
兇
者
（
ギ
ル
チ
ー
［guilty

］
）
に
と
っ
て

は
一
つ
の
道
標
（
サ
イ
ン
ポ
ス
ト
）
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
か
ら
で
あ
る
と
い
ふ
言
葉
を
裏
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
自
分
は
こ
の

点
に
お
い
て
英
国
外
相
と
所
感
を
同
じ
う
す
る
』
と
論
断
し
た
。
要
す
る
に
ケ
ロ
ツ
グ
の
見
る
所
で
は
、
侵
略
国
の
定
義
は
頗
る
難
か
し
く
、

た
ま
た
ま
こ
れ
を
立
つ
れ
ば
、
開
戦
を
企
て
る
も
の
に
抜
道
を
与
へ
る
に
過
ぎ
な
い
で
、
濫
用
弊
が
生
じ
て
、
不
戦
の
精
神
を
没
却
す
る
に
至

る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
論
で
、
即
ち
侵
略
戦
争
な
る
も
の
の
確
た
る
定
義
は
立
て
難
い
と
い
ふ
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
わ
け
で
、
侵
略
戦
争
の
何
た
る
か
を
的
確
に
定
義
す
る
こ
と
の
難
き
こ
と
は
米
国
政
府
の
当
年
の
責
任
者
も
夙
に
認
め
た
所
で
あ

り
、
又
実
際
そ
れ
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。
今
日
米
国
の
人
々
は
頻
り
に
日
本
を
侵
略
国
と
言
っ
て
を
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
彼
等
が
如
何
な
る

定
義
に
基
い
て
日
本
を
侵
略
国
と
断
ず
る
か
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
確
た
る
見
解
は
な
い
や
う
に
見
え
ま
す
。
私
の
考
へ
で
は
、
或
る
戦

争
が
果
し
て
侵
略
戦
争
と
称
す
べ
き
も
の
な
り
や
否
や
は
、
先
づ
定
義
を
立
て
ヽ
、
そ
れ
か
ら
主
観
的
に
判
断
す
る
こ
と
は
到
底
困
難
で
あ
り

ま
し
て
、
従
っ
て
各
パ
ー
テ
イ
キ
ユ
ラ
ー
・
ケ
ー
ス
［particular case

］
毎
に
つ
い
て
客
観
的
の
事
実
に
基
い
て
、
そ
れ
を
綜
合
し
て
判
断
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す
る
よ
り
外
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
別
の
言
葉
を
以
て
申
し
ま
す
と
、
或
る
国
の
行
動
が
侵
略
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
先
づ
侵
略
の
定
義
を
立

て
ヽ
、
そ
れ
か
ら
デ
ダ
ク
チ
イ
ヴ
リ
ー
［deductively

（
演
繹
的
）
］
に
見
解
を
下
す
よ
り
も
、
如
何
な
る
事
実
に
照
し
て
侵
略
で
あ
る
と
看

做
す
べ
き
か
と
い
ふ
風
に
イ
ン
ダ
ク
チ
イ
ヴ
リ
ー
［inductively

（
帰
納
的
）
］
に
論
証
す
る
の
が
、
取
る
べ
き
方
法
で
あ
る
ま
い
か
と
思
ひ

ま
す
。

　

具
体
的
に
一
二
の
例
を
挙
ぐ
れ
ば
、
第
一
次
大
戦
に
於
て
独ド

イ

ツ乙
は
侵
略
戦
の
主
動
者
と
云
は
れ
た
。
そ
の
以
前
に
あ
り
て
は
、
英
国
の
南
阿

の
役
［
ボ
ー
ア
戦
争
、
南
ア
戦
争
］
も
、
世
界
の
輿
論
は
之
を
侵
略
戦
と
見
る
に
於
て
殆
ど
一
致
し
た
。
別
に
侵
略
の
定
義
に
当
て
は
め
て
爾し

か

く
論
断
し
た
の
で
は
な
く
、
た
ヾ
客
観
的
事
実
を
綜
合
し
て
爾
く
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
不
戦
条
約
案
が
米
英
両
国
政
府
間
の
交
渉
に
移
り
、

し
か
も
英
国
政
府
の
態
度
が
煮
切
れ
ざ
る
や
、
同
案
の
熱
心
な
る
賛
成
者
た
り
し
労
働
党
の
ラ
ム
セ
ー
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
下
院
に
於
て
之
に

関
し
質
問
を
為
す
や
、
外
相
チ
エ
ム
バ
ー
レ
ン
は
、
本
政
府
の
対
米
回
答
の
遅
延
は
案
文
の
技
術
的
研
究
と
海
外
領
土
諸
政
府
と
の
相
談
に
手

間
取
る
が
た
め
で
、
対
米
交
渉
は
近
く
円
満
に
纏
る
べ
し
と
答
弁
し
た
が
、
そ
の
答
弁
中
に
於
て
彼
が
『
英
国
は
未
だ
曽
て
侵
略
戦
争
を
行
っ

た
こ
と
が
な
い
』
と
述
べ
る
や
、
労
働
党
側
か
ら
『
南
阿
の
役
は
ど
う
か
』
と
の
鋭
き
弥
次
が
出
た
。
す
る
と
彼
は
『
自
分
は
古
い
歴
史
や
十

字
軍
な
ど
の
昔
を
語
る
を
好
ま
な
い
』
と
逃
げ
、
満
場
の
失
笑
を
買
ふ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
の
先
人
ヂ
ヨ
セ
フ
・
チ
エ
ム
バ
ー
レ
ン
の
主
動
の

下
に
行
は
れ
た
る
南
阿
の
役
は
、
英
国
の
国
内
に
於
て
も
誰
い
ふ
と
な
く
侵
略
戦
争
と
周
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

更
に
支
那
事
変
に
関
し
て
は
、
昭
和
十
五
年
七
月
廿
四
日
の
貴
族
院
に
於
て
当
時
の
首
相
米
内
［
光
政
］
大
将
は
支
那
事
変
の
目
的
は
八
紘

一
宇
の
大
理
想
を
実
現
せ
し
む
る
に
あ
り
と
説
明
し
、
又
支
那
事
変
の
事
実
的
延
長
で
あ
る
大
東
亜
戦
争
に
関
し
て
は
、
開
戦
直
後
の
貴
衆
両

院
に
於
て
、
東
條
［
英
機
］
首
相
は
、
帝
国
の
企
図
す
る
所
は
大
東
亜
共
栄
圏
の
建
設
に
在
り
と
声
言
し
た
。
八
紘
と
は
、
つ
ま
り
東
西
南
北

の
四
方
と
乾け

ん

坤こ
ん

艮ご
ん

巽そ
ん

の
四
隅
を
併
称
し
た
も
の
で
、
即
ち
八
紘
一
宇
は
世
界
統
一
の
意
義
に
外
な
ら
な
い
。
大
東
亜
共
栄
圏
は
以
前
の
日
満
支

ブ
ロ
ツ
ク
を
拡
大
せ
し
め
、
南
方
地
域
を
之
に
加
へ
て
自
給
自
足
の
一
大
円
圏
を
東
亜
に
建
設
す
る
の
意
と
解
す
べ
く
、
趣
旨
は
元
来
平
和
的

の
も
の
と
称
す
る
に
も
せ
よ
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
に
必
要
な
る
順
序
手
段
と
し
て
は
、
八
紘
一
宇
の
そ
れ
と
同
じ
く
、
先
づ
大
東
亜
地
域
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国際法における侵略と自衛

に
多
年
米
英
が
扶
植
し
来
れ
る
勢
力
を
武
力
を
以
て
駆
逐
し
、
武
力
を
以
て
我
が
勢
力
の
下
に
収
む
る
の
で
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
ら
う
。
斯

く
し
て
我
国
は
、
右
の
目
的
と
手
段
と
を
以
て
支
那
事
変
に
臨
み
、
又
大
東
亜
戦
争
に
驀
進
し
た
。
そ
れ
を
米
英
は
、
そ
れ
が
則
ち
日
本
の
侵

略
で
あ
る
と
、
事
実
を
直
視
し
、
事
実
に
即
し
て
帰
納
的
に
論
ず
る
で
あ
ら
う
。
先
づ
定
義
を
立
て
、
之
に
照
し
て
攻
め
来
る
の
な
ら
ば
、
言

葉
尻
を
捉
へ
て
簡
単
の
反
撃
を
す
る
の
は
比
較
的
容
易
な
ら
ん
も
、
事
実
を
挙
げ
然
る
上
之
を
ば
侵
略
行
動
と
認
む
と
論
じ
来
る
に
対
し
、
我

国
が
イ
ヤ
然
ら
ず
と
弁
明
す
る
に
は
、
理
由
を
如
何
に
組
立
て
、
如
何
な
る
言
葉
を
以
て
為
す
べ
き
か
。
こ
れ
が
今
日
目
前
に
逢
着
せ
る
焦
眉

の
一
問
題
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。

　

次
に
不
戦
条
約
を
論
ず
る
に
当
っ
て
研
究
し
て
見
た
い
点
は
、
い
は
ゆ
る
自
衛
権
で
あ
り
ま
す
。
国
家
の
自
衛
権
の
性
質
範
囲
は
、
国
際
法

学
者
の
間
に
お
い
て
、
実
は
未
だ
に
確
乎
た
る
定
解
に
達
し
て
を
ら
な
い
一
つ
の
迷
津し

ん

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
迷
津
で
あ
る
所
以
は
、
第
一
は
国

家
の
自
衛
権
と
称
す
る
そ
の
権
利
の
性
質
は
何
で
あ
る
か
。
第
二
に
は
自
衛
権
は
、
仮
に
相
手
国
が
現
実
の
危
害
を
未
だ
我
が
方
に
加
へ
ざ
る

も
、
早
晩
加
ふ
る
も
の
と
見
越
し
、
先
ん
じ
て
相
手
国
に
攻
撃
を
加
へ
る
こ
と
も
自
衛
権
と
し
て
認
め
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
。
第
三
に

は
、
自
衛
権
と
し
て
防
衛
す
べ
き
所
の
、
危
害
を
受
く
る
客
体
は
、
専
ら
一
国
の
領
土
と
か
在
外
の
国
家
機
関
（
例
へ
ば
使
臣
館
と
か
、
兵
営

と
か
の
如
き
）
に
限
ら
る
べ
き
か
、
或
は
在
外
臣
民
の
身
体
な
り
財
産
な
り
、
ま
た
は
在
外
設
定
の
諸
般
の
権
益
に
も
当
然
及
ぶ
べ
き
も
の
で

あ
る
か
、
等
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
今
一
々
申
上
げ
る
こ
と
は
余
り
に
煩
雑
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
省
く
こ
と
に
致
し
、

た
ヾ
右
の
第
一
に
就
て
ホ
ン
の
一
言
申
述
ぶ
る
こ
と
に
止
め
ま
す
。

　

自
衛
権
の
性
質
と
い
ふ
の
は
外
で
も
あ
り
ま
せ
ぬ
、
元
来
権
利
な
る
も
の
は
義
務
が
こ
れ
に
対
応
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
総
て
の
場
合
で

は
あ
り
ま
す
ま
い
が
、
多
く
の
場
合
に
は
さ
う
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
義
務
の
対
応
し
な
い
権
利
は
、
権
利
と
い
ふ
よ
り
は
寧
ろ
本
能
で
あ

る
と
い
ふ
の
が
適
当
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。
国
家
の
基
本
権
と
称
せ
ら
れ
る
所
の
自
存
権
、
即
ち
ラ
イ
ト
・
オ
ヴ
・
プ
レ
ザ
ヴ
エ
ー
シ
ヨ
ン

［right of preservation

］
と
い
ふ
も
の
も
、
国
家
の
自
存
の
本
能
と
な
す
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
が
、
仮
に
自
存
の
権
利
と
い
ふ
も

の
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
権
利
に
対
応
す
る
所
の
義
務
は
な
い
。
国
家
が
自
存
権
を
失
っ
て
滅
び
た
か
ら
と
て
、
そ
れ
を
滅
ぼ
し
め
た
る
国
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に
も
他
の
諸
国
に
も
、
義
務
懈
怠
の
責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
は
恰
も
個
人
の
基
本
権
と
も
言
ふ
べ
き
自
存
の
本
能
を
失
っ
て
死
滅
す
る
も
、

こ
れ
に
対
し
何
人
も
義
務
懈
怠
の
責
任
を
負
は
な
い
の
と
同
じ
で
あ
り
ま
す
。
自
衛
権
も
ま
た
同
様
に
論
じ
得
ら
る
べ
き
で
あ
り
ま
せ
う
。
自

衛
権
は
自
衛
の
本
能
で
あ
る
が
、
仮
に
自
衛
の
権
利
と
し
ま
し
て
も
、
国
家
が
之
を
行
使
す
る
に
方
り
、
相
手
国
は
こ
れ
に
服
従
し
な
け
れ
ば

な
ら
ん
と
い
ふ
対
応
的
の
義
務
は
な
く
、
反
対
に
相
手
に
も
自
衛
の
本
能
に
訴
へ
て
こ
れ
を
反
撃
す
る
権
能
を
持
っ
て
を
り
ま
す
。
権
利
は
義

務
の
対
応
を
必
ず
要
す
る
も
の
で
あ
ら
ば
、
そ
れ
は
許
さ
れ
ぬ
理
で
あ
り
ま
す
が
、
自
衛
は
元
々
国
家
の
本
能
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
相
手
も
ま

た
固
有
の
本
能
と
し
て
こ
れ
を
反
撃
す
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
り
ま
す
。
故
に
自
衛
権
は
自
衛
の
本
能
、
ま
た
は
そ
の
本
能
に
発
す
る
自
衛
行

為
と
い
ふ
の
が
適
当
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
が
、
俗
称
に
従
っ
て
暫
く
は
自
衛
権
の
言
葉
を
用
ひ
ま
す
が
、
意
義
は
右
の
や
う
に
御
了
解
を
願
ひ

た
い
。

　

不
戦
条
約
は
そ
の
適
用
の
範
囲
か
ら
自
衛
権
に
よ
る
所
の
戦
争
を
除
外
し
て
を
り
ま
す
。
こ
の
条
約
の
調
印
に
先
立
ち
ま
し
て
ケ
ロ
ツ
グ
か

ら
ブ
リ
ア
ン
に
送
り
ま
し
た
る
案
文
は
、
自
衛
権
を
も
除
外
し
た
い
所
の
絶
対
無
条
件
と
解
釈
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
フ
ラ
ン

ス
政
府
は
、
本
条
約
は
適
法
の
自
衛
権
の
行
使
並
に
国
際
連
盟
規
約
、
ロ
カ
ル
ノ
協
定
、
そ
の
他
他
国
と
の
同
盟
条
約
に
よ
る
義
務
の
履
行
を

妨
げ
な
い
も
の
と
解
釈
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
、
ケ
ロ
ツ
グ
は
之
を
容
れ
、
そ
の
諒
解
の
下
に
案
文
の
確
定
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
ケ
ロ
ツ
グ
は
同
一
九
二
八
年
四
月
廿
八
日
の
国
際
法
協
会
の
演
説
中
に
お
い
て
、
当
時
関
係
国
と
の
間
に
交
渉
中
で
あ
り
ま
し
た
本
条
約

の
意
義
を
説
明
致
し
ま
し
た
る
中
に
、
国
家
自
衛
権
の
こ
と
に
論
及
し
、

　

『
米
国
案
に
は
自
衛
権
を
何
等
制
限
し
ま
た
は
毀
損
す
る
が
如
き
も
の
は
一
つ
も
な
い
。
自
衛
権
は
何
れ
の
主
権
国
に
も
□
［
１
字
不
明
］

者
（
イ
ン
ヘ
レ
ン
ト
［inherent

（
固
有
）
］
）
の
も
の
で
、
何
れ
の
条
約
に
も
含
蓄
せ
ら
れ
て
を
る
。
何
れ
の
国
も
、
そ
の
領
土
が
侵
略

又
は
攻
撃
を
受
け
る
場
合
に
こ
れ
を
防
衛
す
る
こ
と
は
、
如
何
な
る
時
に
於
て
も
将
た
条
約
の
規
定
が
如
何
に
あ
ら
う
と
も
自
由
で
、
且

つ
事
態
が
果
し
て
自
衛
戦
に
訴
へ
る
べ
き
か
も
、
そ
の
国
自
身
の
み
が
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。
か
ヽ
る
当
然
の
権
利
を
故こ

と

さ
ら
条
約
の
上

に
明
記
す
る
が
如
き
は
、
恰
か
も
侵
略
の
何
た
る
か
を
定
義
し
や
う
と
す
る
の
と
同
じ
困
難
に
逢
着
す
る
を
免
か
れ
な
い
』



－ 25 －

国際法における侵略と自衛

　

と
述
べ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
外
相
チ
エ
ム
バ
ー
レ
ン
も
同
年
七
月
十
八
日
付
の
対
米
公
文
書
に
於
て
、
『
予
は
ケ
ロ
ツ
グ
氏
の
四
月
廿
八
日
の

演
説
に
於
て
表
白
し
た
る
意
見
、
即
ち
本
条
約
案
は
自
衛
権
を
何
等
制
限
し
又
は
毀
損
す
る
も
の
に
非
ざ
る
こ
と
、
及
び
事
態
が
そ
の
目
的
に

向
っ
て
開
戦
を
必
要
と
す
る
や
否
や
を
決
す
る
は
そ
の
国
自
身
の
み
の
権
能
に
属
す
、
と
云
へ
る
見
解
に
全
然
同
意
を
表
す
』
と
述
べ
、
即
ち

自
衛
権
に
基
く
戦
争
は
当
然
不
戦
条
約
の
適
用
範
囲
以
外
な
る
こ
と
及
び
そ
れ
が
果
し
て
自
衛
権
に
基
く
戦
争
な
る
や
否
や
は
、
そ
の
開
戦
国

が
己
れ
自
身
の
判
断
に
て
任
意
に
決
定
す
る
も
の
な
る
こ
と
、
別
語
に
て
云
へ
ば
、
自
衛
権
は
国
家
主
権
の
当
然
の
権
利
で
、
且
自
衛
権
の
何

た
る
か
を
決
定
す
る
の
も
亦
国
家
主
権
の
権
利
に
属
す
、
と
の
見
解
に
裏
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
に
は
一
応
の
理
あ
る
を
認

む
べ
き
で
あ
る
が
、
し
か
も
条
約
の
規
定
如
何
に
拘
ら
ず
の
一
句
を
強
調
す
れ
ば
、
恰
も
第
一
次
大
戦
の
発
端
に
於
て
独ド

イ

ツ逸
宰
相
ベ
ー
ト
マ

ン
・
ホ
ル
ウ
エ
ツ
ヒ
［
ベ
ー
ト
マ
ン
・
ホ
ル
ヴ
ェ
ー
ク
、Theobald von Bethm

ann H
ollw

eg

］
が
『
必
要
は
法
を
知
ら
ず
』
と
云
へ
る

と
択
ぶ
な
く
、
厳
た
る
国
際
条
約
も
自
衛
権
の
名
に
於
て
一
片
の
反
古
紙
と
化
せ
し
む
る
に
理
あ
る
を
認
む
る
こ
と
に
な
ら
う
。
必
要
の
前
に

は
破
る
も
妨
げ
ざ
る
条
約
、
履
行
せ
ざ
る
も
可
な
る
条
約
上
の
義
務
の
如
き
は
、
初
め
よ
り
之
を
結
ば
ず
、
こ
れ
を
負
は
ざ
る
の
勝
れ
る
に
若

か
ず
で
、
必
要
が
自
衛
た
る
と
否
と
を
問
は
ず
違
反
が
恕
せ
ら
る
ヽ
や
う
で
は
、
条
約
の
神
聖
は
如
何
に
し
て
保
た
る
べ
き
か
。
し
か
も
自
衛

の
必
要
は
之
を
恕
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
何
れ
の
締
約
国
も
こ
の
権
利
を
利
用
す
る
に
躊
躇
す
る
筈
な
く
随
っ
て
条
約
上
の
義
務
の
価
値
は
事

実
に
於
て
零
に
均
し
い
訳
で
あ
る
。
即
ち
た
と
ひ
不
戦
条
約
あ
り
と
雖
も
、
名
を
自
衛
権
に
か
り
て
大
概
の
戦
争
は
之
を
行
ふ
を
得
る
の
予
定

が
綽
々
と
し
て
存
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

由
来
国
家
の
自
衛
権
な
る
も
の
を
最
も
広
義
に
解
す
る
の
は
英
米
両
国
で
あ
る
。
自
衛
権
は
前
に
も
一
寸
申
述
べ
た
如
く
、
仮
に
相
手
国
が

現
実
の
危
害
を
我
方
に
加
へ
ざ
る
も
、
早
晩
加
ふ
る
に
至
る
べ
き
も
の
と
想
定
し
、
機
先
的
に
相
手
国
に
攻
撃
を
加
ふ
る
こ
と
は
、
適
法
の
自

衛
行
為
と
し
て
認
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
か
。
之
を
然
り
と
肯
定
し
且
実
行
し
た
る
有
名
の
事
例
は
、
一
八
〇
七
年
に
英
国
が
デ
ン
マ
ル
ク
に
加

へ
た
る
攻
撃
で
あ
り
ま
す
。
当
時
英
国
と
交
戦
中
の
仏
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
［N

apoleon Buonaparte

］
は
、
海
を
渡
っ
て
英
国
に
侵
入
せ
ん

と
欲
し
た
が
、
麾
下
の
海
軍
力
の
不
足
に
焦
慮
し
、
丁

デ
ン
マ
ー
ク

抹
の
艦
隊
を
己
れ
の
傘
下
に
収
め
、
之
に
自
国
の
艦
隊
を
加
へ
、
そ
れ
を
掲
げ
て
雌
雄
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を
英
国
と
海
上
に
決
せ
ん
と
企
図
し
た
。
之
を
聞
込
ん
だ
英
国
は
機
先
を
制
せ
ん
と
欲
し
、
丁
抹
政
府
に
向
っ
て
そ
の
艦
隊
を
一
時
英
国
に
寄

託
（
デ
ポ
ジ
ツ
ト
）
す
る
こ
と
、
英
国
は
之
を
平
和
克
復
の
日
ま
で
『
神
聖
な
る
担
保
』
と
し
て
保
管
す
る
こ
と
、
英
国
は
之
が
補
償
と
し
て

十
万
磅ポ

ン
ドを

丁
抹
政
府
に
支
払
ふ
こ
と
、
丁
抹
が
仏
国
よ
り
攻
撃
を
受
く
る
や
う
な
場
合
に
は
英
国
は
武
力
を
以
て
丁
抹
を
援
助
す
る
こ
と
等
を

申
込
れ
た
。
丁
抹
政
府
は
当
惑
し
た
が
、
結
局
之
を
拒
絶
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
す
る
と
英
国
は
自
衛
の
名
の
下
に
艦
隊
を
派
し
て
丁
都
コ
ー

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
を
攻
撃
し
、
之
を
陥
れ
た
。
丁
抹
は
力
屈
し
て
遂
に
英
国
の
要
求
を
応
諾
し
、
そ
の
結
果
、
英
国
は
丁
抹
の
軍
艦
二
十
余
隻
と

造
船
材
料
を
押
収
し
、
併
せ
て
ヘ
リ
ゴ
ラ
ン
ド
［
ヘ
ル
ゴ
ラ
ン
ト
島
、H

elgoland

］
を
占
領
し
た
、
こ
れ
が
本
件
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。

　

英
国
の
当
年
の
こ
の
行
動
は
、
欧
洲
大
陸
の
国
際
法
学
者
は
殆
ど
挙
げ
て
自
衛
権
の
濫
用
と
し
て
非
難
す
る
が
、
英
国
の
学
者
は
概
し
て
自

衛
の
要
求
に
出
で
た
る
適
法
行
為
と
し
て
こ
れ
を
弁
護
す
る
。
稀
に
は
例
へ
ば
ロ
ウ
レ
ン
ス
［Thom

as Joseph Law
rence

］
の
如
き
、
本

件
の
適
法
性
如
何
は
、
国
際
法
の
研
究
の
続
く
限
り
、
人
々
蓋
し
そ
の
所
見
を
異
に
す
べ
し
、
と
論
じ
て
疑
を
留
保
す
る
者
も
あ
れ
ど
、
大
多

数
は
之
を
適
法
と
し
て
弁
護
す
る
。
ホ
ー
ル
［W

illiam
 Edw

ard H
all

］
・
ウ
ェ
ス
ト
レ
ー
ク
［John W

estlake

］
等
の
所
説
は
、
そ
の

代
表
的
の
も
の
で
あ
ら
う
。
米
国
の
国
際
法
学
者
中
に
も
適
法
論
者
は
あ
る
や
う
で
、
ハ
ー
シ
エ
ー
［Am

os S. H
ershey

］
の
如
き
は
そ
の

一
人
で
あ
る
。

　

米
国
に
あ
り
て
も
、
昔
は
ダ
ニ
エ
ル
・
ウ
エ
ブ
ス
タ
ー
［D

aniel W
ebster

］
の
如
き
、
自
衛
を
厳
狭
に
説
く
者
も
あ
っ
た
が
、
近
代

に
あ
り
て
は
、
之
を
極
め
て
広
義
に
解
す
る
風
の
や
う
で
あ
る
。
米
国
の
一
九
〇
九
年
制
定
の
『
海
戦
訓
令
』
の
第
三
百
四
十
二
条
、
及
び

一
九
三
二
年
制
定
の
『
海
軍
規
則
』
の
第
七
百
二
十
条
に
は

　

『
友
国
又
は
そ
の
領
土
内
に
在
る
何
人
に
対
し
武
力
を
行
使
す
る
は
違
法
と
す
。
然
れ
ど
も
自
存
（
訳
者
註
、
こ
ヽ
で
は
自
衛
の
意
義

と
読
ま
れ
る
）
の
権
利
は
、
個
人
が
有
す
る
と
均
し
く
国
家
に
も
属
す
る
も
の
と
す
。
而
し
て
国
家
の
場
合
に
あ
り
て
は
、
国
家
、
そ
の

名
誉
、
そ
の
属
地
、
及
び
米
国
市
民
の
生
命
財
産
が
、
現
実
の
又
は
切
迫
す
る
暴
行
を
受
け
、
之
が
為
め
米
国
の
国
家
又
は
市
民
の
蒙
り

た
る
回
復
す
べ
か
ら
ざ
る
危
害
に
対
し
之
を
保
護
す
る
こ
と
を
包
含
す
。
自
存
権
の
適
用
を
要
求
す
べ
き
条
件
は
之
を
明
定
す
る
こ
と
難
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く
、
一
に
責
任
あ
る
将
校
の
正
し
き
判
断
に
委
ぬ
る
の
外
な
し
。
当
該
将
校
は
こ
の
点
に
関
し
凡
ゆ
る
最
善
の
慎
慮
及
び
抑
制
の
下
に
任

務
に
当
る
べ
き
を
要
す
』

　

と
あ
る
が
、
事
実
自
衛
行
為
の
条
件
は
之
を
明
定
す
る
こ
と
不
可
能
で
、
殊
に
国
家
の
名
誉
な
る
も
の
を
自
衛
行
為
の
対
象
と
為
す
に
於
て

は
、
そ
の
発
動
の
機
会
は
極
め
て
広
且
多
く
な
る
で
あ
ら
う
。
国
家
の
名
誉
な
る
も
の
に
は
一
定
の
標
準
が
な
い
。
国
家
の
名
誉
と
は
要
す
る

に
国
民
の
抱
く
一
の
プ
ラ
イ
ド
で
あ
る
。
人
に
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
如
く
、
国
に
も
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
。
人
が
名
聞
を
尚
ぶ
如
く
、
国
も
そ
の
名

誉
が
他
国
人
か
ら
卑
下
せ
ら
る
ヽ
を
好
ま
な
い
。
そ
こ
に
国
家
の
名
誉
と
い
ふ
問
題
が
起
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
国
家
の
名
誉
問
題
と
し
て
取

扱
ふ
べ
き
範
囲
如
何
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
と
、
之
を
具
体
的
に
定
解
す
る
は
難
く
、
そ
れ
だ
け
濫
用
の
余
地
あ
る
を
免
れ
な
い
。

　

既
に
国
家
の
名
誉
毀
損
を
自
衛
権
発
動
の
一
理
由
と
し
て
肯
定
す
る
以
上
は
、
况
し
て
謂
ゆ
る
国
家
の
利
益
（
イ
ン
テ
レ
ス
ツ
）
を
同
様
に

そ
の
理
由
に
挙
ぐ
る
こ
と
は
怪
む
べ
く
も
な
い
。
米
国
に
て
は
、
国
家
及
国
民
の
利
益
の
擁
護
な
る
も
の
を
自
衛
権
の
発
動
理
由
に
入
れ
て

説
く
者
は
多
々
あ
る
。
曽
て
は
前
大
統
領
ク
ー
リ
ツ
ヂ
［John Calvin Coolidge

］
は
、
一
九
二
七
年
一
月
十
日
の
議
会
教
書
中
に
於
て
之

を
高
調
し
た
。
又
曽
て
海
軍
長
官
た
り
し
ウ
ヰ
ル
バ
ー
［Curtis D

w
ight W

ilbur

］
は
、
一
九
二
五
年
五
月
七
日
、
コ
ン
ネ
ク
チ
カ
ツ
ト

［Connecticut

］
商
工
会
議
所
に
於
け
る
演
説
中
に
於
て

　

『
米
国
を
防
護
す
る
た
め
に
は
、
吾
等
は
世
界
の
隅
々
に
於
け
る
我
国
の
利
益
及
び
国
旗
を
防
護
す
る
の
用
意
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

…
…
太
平
洋
を
距
る
一
千
哩
の
揚
子
江
沿
岸
に
於
て
不
法
の
襲
撃
を
受
け
ん
と
す
る
米
国
の
一
少
年
も
、
当
然
米
国
艦
隊
を
呼
ん
で
保
護

を
要
求
す
る
の
権
利
を
有
す
る
。
…
…
我
国
の
通
商
線
は
我
国
の
生
命
線
の
重
要
な
る
一
部
分
で
あ
る
』

　

と
述
べ
た
。
こ
の
論
法
を
以
て
す
れ
ば
、
米
国
の
名
も
知
れ
ぬ
一
市
民
が
国
外
に
て
危
害
に
遭
は
ん
と
す
る
場
合
に
も
、
米
国
政
府
は
自
衛

権
の
名
に
於
て
武
力
を
行
使
す
る
を
得
る
訳
で
あ
る
。
そ
は
聊
か
極
端
の
例
と
す
る
も
、
要
す
る
に
米
国
の
見
解
に
依
れ
ば
、
自
衛
権
は
啻た

だ

に

自
国
の
領
土
そ
の
も
の
の
侵
略
又
は
攻
撃
に
対
す
る
自
衛
の
み
な
ら
ず
、
他
国
の
領
土
に
就
て
も
、
そ
れ
が
自
国
の
利
益
存
在
地
域
と
米
国
自

身
之
を
認
定
す
る
以
上
は
、
そ
の
利
益
擁
護
と
し
て
、
自
衛
権
の
名
に
於
て
干
戈
を
動
か
す
に
妨
げ
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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元
来
国
家
の
自
衛
権
な
る
も
の
は
、
恰
も
刑
法
に
於
て
正
当
防
衛
権
が
他
人
の
権
利
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
の
一
般
的
原
則
に
対
す
る
除
外
例

で
あ
る
の
と
同
様
に
、
他
国
の
権
利
は
尊
重
す
べ
き
も
の
と
い
ふ
こ
と
の
根
本
原
則
に
対
す
る
一
つ
の
除
外
例
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
随
っ

て
自
衛
権
の
適
用
は
厳
且
狭
に
解
釈
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ん
も
の
と
思
ふ
。
往
昔
米
国
の
国
務
長
官
で
あ
っ
た
ダ
ニ
エ
ル
・
ウ
エ
ブ
ス
タ
ー
が
カ

ロ
ラ
イ
ナ
事
件
に
関
す
る
一
八
四
二
年
八
月
六
日
付
の
対
英
公
文
書
中
に
於
て
、
自
衛
は
事
態
が
『
急
迫
で
、
圧
倒
的
で
手
段
を
選
ぶ
の
余

地
な
く
、
思
案
に
瞬
時
も
な
し
（"necessity of that self is instant, overw

helm
ing, and leaving no choice of m

eans, and no 

m
om

ent of deliberation"

）
と
い
ふ
場
合
に
限
っ
て
そ
の
必
要
が
肯
定
せ
ら
る
べ
し
と
云
へ
る
如
く
、
そ
の
濫
用
は
許
さ
れ
ざ
る
筈
の
も

の
で
あ
る
。
勿
論
自
衛
は
、
敵
が
現
実
に
我
方
の
領
土
を
侵
撃
す
る
に
至
る
を
俟
っ
て
初
め
て
発
動
す
る
も
の
と
爾
く
窮
屈
に
解
す
る
に
は
及

ば
ず
、
自
衛
の
必
要
は
時
に
は
先
ん
じ
て
敵
を
抑
え
、
そ
の
侵
撃
を
事
前
に
喰
止
む
る
を
当
然
視
せ
し
む
る
こ
と
も
あ
る
。
国
交
の
危
殆
に
瀕

し
敵
の
航
空
部
隊
に
し
て
突
如
我
が
上
空
に
現
は
る
れ
ば
、
爆
弾
の
投
下
あ
る
を
俟
っ
て
自
衛
の
対
策
に
出
で
た
の
で
は
間
に
合
は
ず
、
臍ほ

ぞ

を

噛
む
も
及
ば
ぬ
不
覚
を
取
る
は
必
然
で
あ
る
。
故
に
自
衛
と
し
て
先
に
進
ん
で
敵
の
航
空
基
地
を
襲
ひ
、
敵
機
を
地
上
に
又
は
上
空
に
撃
破
す

る
こ
と
の
要
は
、
当
然
肯
定
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
自
衛
の
名
を
濫
用
し
て
漫

み
だ
り

に
開
戦
を
決
行
し
、
将
た
当
初
自
衛
行
為
に
訴
へ
た

る
そ
の
必
要
が
既
に
去
っ
た
後
に
お
い
て
も
、
尚
ほ
且
つ
自
衛
戦
の
名
に
於
て
戦
闘
を
継
続
し
て
行
く
と
い
ふ
従
来
珍
し
か
ら
ぬ
事
実
は
、
明

か
に
自
衛
の
濫
用
に
属
し
は
し
ま
い
か
。
個
人
の
正
当
防
衛
に
あ
り
て
は
、
防
衛
者
と
し
て
そ
の
防
衛
の
程
度
を
超
ゆ
る
を
許
さ
れ
な
い
。
尤

も
正
当
防
衛
の
程
度
及
び
範
囲
は
、
輓ば

ん

近き
ん

の
学
説
は
以
前
に
比
す
れ
ば
ヨ
リ
広
義
に
解
す
る
の
傾
向
は
あ
る
。
又
立
法
例
と
し
て
も
、
例
へ
ば

昭
和
五
年
の
法
律
第
九
号
『
盗
犯
［
等
］
ノ
防
止
及
処
分
ニ
関
ス
ル
法
律
』
に
於
て
『
盗
犯
ヲ
防
止
シ
又
ハ
盗
贓ぞ

う

ヲ
取
還
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
』

外
二
件
の
法
令
に
正
当
防
衛
と
し
て
之
を
認
む
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
右
の
傾
向
に
副
ふ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
特
定
の
程
度

及
び
範
囲
を
逸
脱
し
た
も
の
を
認
め
ざ
る
の
点
に
於
て
は
、
以
前
と
変
る
所
は
な
い
。
然
る
に
国
家
の
自
衛
行
為
に
あ
り
ま
し
て
は
、
相
手
国

の
不
法
且
つ
急
迫
の
侵
害
を
打
払
っ
て
し
ま
へ
ば
、
自
衛
の
目
的
は
既
に
達
成
し
そ
れ
で
自
衛
行
為
は
終
り
を
告
ぐ
べ
き
理
で
あ
り
ま
す
が
、

多
く
は
そ
の
後
に
至
っ
て
攻
勢
に
転
じ
た
る
進
撃
を
自
衛
戦
の
名
に
於
て
続
行
す
る
。
支
那
事
変
の
当
初
に
於
て
蘆
［
盧
］
溝
橋
に
て
演
習
中
、
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国際法における侵略と自衛

我
が
小
部
隊
に
向
っ
て
突
如
襲
撃
し
来
れ
る
大
部
隊
の
支
那
兵
の
不
法
行
為
に
対
し
、
我
方
武
力
を
以
て
之
を
反
撃
し
た
の
は
、
極
め
て
明
白

な
る
自
衛
行
為
と
し
て
十
二
分
に
弁
護
し
得
ら
れ
ま
す
。
上
海
方
面
に
あ
り
て
も
四
万
に
余
る
支
那
兵
の
大
部
隊
が
帝
国
陸
戦
隊
と
租
界
内
外

の
在
留
邦
人
を
襲
撃
し
た
の
に
応
じ
、
陸
戦
隊
の
蹶
起
之
を
撃
攘
し
た
の
は
、
こ
れ
亦
明
か
に
自
衛
行
為
と
称
す
べ
く
、
何
人
も
異
議
を
挟
む

の
余
地
は
無
い
。
け
れ
ど
も
我
が
北
支
軍
の
次
で
攻
撃
前
進
に
移
り
、
遂
に
河
北
、
山
東
、
山
西
の
各
地
を
席
捲
し
、
又
中
支
に
あ
り
て
も
、

我
が
在
滬こ

兵
は
百
万
と
号
せ
る
杭
州
湾
上
陸
の
友
軍
と
轡

く
つ
わ

を
駢な

ら

べ
て
西
進
し
南
京
を
陥
れ
武
漢
を
抜
き
、
鉾
を
遥
か
に
重
慶
に
向
く
る
に
至

り
て
は
、
最
早
や
自
衛
の
範
囲
を
逸
脱
せ
る
普
通
の
対
抗
戦
で
、
そ
れ
を
侵
略
戦
と
称
す
べ
き
や
否
や
は
別
と
し
、
特
に
自
衛
戦
と
銘
打
つ
べ

き
理
由
は
見
出
し
得
ら
れ
な
い
。
自
衛
は
一
の
原
因
で
、
そ
の
原
因
か
ら
進
展
又
は
派
生
し
た
る
新
事
態
は
、
自
か
ら
別
種
の
観
念
に
属
す
る
。

し
か
も
支
那
事
変
を
通
じ
我
国
は
、
初
か
ら
終
ま
で
の
軍
事
行
動
を
自
衛
戦
の
名
に
於
て
弁
護
し
、
九
国
条
約
の
違
反
の
非
難
も
、
不
戦
条
約

の
そ
れ
を
も
、
終
始
一
貫
自
衛
行
為
を
楯
と
し
て
非
難
の
声
に
答
へ
る
。
個
人
の
場
合
に
あ
り
て
は
、
正
当
防
衛
の
行
為
が
済
ん
で
か
ら
後
尚

ほ
加
害
者
を
追
踪
し
、
逃
走
す
る
そ
れ
を
補
へ
て
殺
害
し
、
更
に
進
ん
で
彼
の
本
拠
を
襲
ひ
、
配
下
の
狗
盗
を
殲
滅
す
る
な
ど
は
、
ま
さ
に
正

当
防
衛
の
範
囲
を
逸
脱
せ
る
も
の
と
し
て
許
さ
れ
ず
、
そ
の
果
し
て
逸
脱
せ
る
も
の
な
り
や
否
や
は
裁
判
所
之
を
決
定
す
る
が
、
国
家
の
場
合

に
あ
り
て
は
、
そ
の
依
然
た
る
自
衛
行
為
に
属
す
る
や
否
や
は
、
当
事
国
自
身
が
己
れ
の
主
観
的
態
度
を
以
て
自
由
自
在
に
決
定
す
る
。
こ
れ

が
両
者
そ
の
性
質
を
異
に
す
る
一
要
点
で
あ
り
、
同
時
に
国
際
慣
例
上
の
不
合
理
が
そ
こ
に
は
存
す
る
の
で
あ
る
。

　

自
衛
を
当
事
国
双
方
が
任
意
に
広
義
に
解
し
、
之
を
自
国
の
行
動
の
弁
護
に
利
用
す
る
こ
と
の
許
さ
る
る
現
代
の
戦
争
に
あ
り
て
は
、
当
事

国
の
孰
れ
が
真
の
自
衛
な
る
や
を
判
定
す
る
こ
と
は
、
到
底
不
可
能
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
近
い
話
が
、
我
国
は
米
国
が
対
日
資
産
凍
結
を
行

ひ
、
事
実
上
の
全
面
的
輸
出
禁
止
を
敢
て
し
経
済
封
鎖
を
以
て
我
国
に
臨
み
、
そ
し
て
爾
後
平
和
的
交
渉
そ
の
功
を
奏
せ
ざ
り
し
た
め
、
我
国

は
自
衛
上
已
む
な
く
開
戦
し
た
と
称
す
る
と
せ
ば
、
米
国
は
云
ふ
で
あ
ら
う
、
日
本
は
仏
印
殊
に
南
部
仏
印
に
兵
を
進
駐
せ
し
め
、
鉾
先
を
海

を
越
え
て
新シ

ン
ガ
ポ
ー
ル

嘉
坡
、
蘭
印
及
比フ

ィ
リ
ピ
ン

律
賓
に
向
け
、
且
仏
印
の
共
同
防
衛
に
関
し
仏
国
と
の
間
に
新
に
取
極
を
為
し
た
。
之
が
た
め
独
逸
と
交
戦
中

の
英
国
と
し
て
は
勿
論
、
米
国
の
主
要
な
る
戦
力
資
源
た
る
ゴ
ム
、
錫
、
石
油
、
キ
ニ
ー
ネ
等
の
確
保
に
対
す
る
一
大
脅
威
を
受
く
る
に
至
っ
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た
か
ら
、
則
ち
自
衛
の
必
要
上
已
む
な
く
対
日
経
済
封
鎖
を
断
行
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
と
。
す
る
と
我
国
は
弁
ず
る
で
あ
ら
う
。
我
国
の

仏
印
進
駐
は
米
英
の
重
慶
政
権
へ
の
輸
血
路
た
る
雲
南
鉄
道
を
遮
断
す
る
こ
と
の
自
衛
の
必
要
に
発
し
た
も
の
で
あ
る
と
。
さ
す
れ
ば
米
国
は

更
に
之
を
反
駁
す
る
で
あ
ら
う
。
重
慶
政
権
へ
の
輸
血
は
日
本
が
蔣
介
石
軍
を
覆
滅
す
る
こ
と
に
依
り
、
そ
の
累
次
揚
言
し
来
り
た
る
所
の
米

英
の
勢
力
を
支
那
大
陸
よ
り
全
面
的
に
一
掃
す
る
に
相
違
な
か
る
べ
き
に
鑑
み
、
乃
ち
自
衛
の
必
要
に
基
く
手
段
な
り
し
の
み
と
、
斯
く
の
如

く
自
衛
の
語
は
双
方
の
間
に
鼬

い
た
ち

ご
っ
こ
に
繰
返
へ
さ
れ
、
互
に
自
衛
を
楯
に
自
国
の
行
動
を
弁
護
す
る
に
於
て
、
真
の
自
衛
が
孰
れ
の
側
に
存

す
る
や
は
、
恰
も
鳥
の
雌
雄
を
論
ず
る
の
と
択
ぶ
な
く
、
何
人
も
之
を
判
断
す
る
に
苦
ま
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
総
て
の
軍
事
行
動
を
自

衛
に
結
付
け
る
こ
と
の
許
さ
る
ヽ
現
代
の
国
際
慣
例
の
下
に
あ
り
て
は
、
自
衛
濫
用
の
弊
自
ら
そ
の
間
に
醸
生マ

マ

せ
ら
る
ヽ
は
避
け
ん
と
し
て
避

く
る
能
は
ざ
る
を
こ
と
怪
む
に
足
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
国
際
平
和
の
破
ら
る
ヽ
原
因
に
は
種
々
あ
り
ま
す
が
、
国
家
自
衛
権
の
濫
用
は
蓋
し
そ
の

随
一
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。
こ
れ
を
厳
重
に
抑
止
せ
し
む
べ
き
有
効
的
な
方
法
が
国
際
制
度
の
上
に
確
立
せ
ら
る
ヽ
に
あ
ら
ざ
る
限
り
は
、
不

戦
条
約
の
如
き
は
百
あ
ら
う
が
、
二
百
あ
ら
う
が
、
何
の
役
に
も
立
つ
も
の
で
な
い
と
い
ふ
の
が
私
の
固
い
信
念
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
次
に
は
、
大
東
亜
戦
争
と
以
上
の
両
条
約
と
の
関
係
を
結
論
と
し
て
申
上
げ
ま
す
［
。
］
初
め
に
開
戦
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
に

つ
い
て
ヾ
あ
り
ま
す
が
、
大
東
亜
戦
争
は
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
の
早
朝
（
日
本
時
間
に
て
午
前
四
時
）
、
わ
が
海
軍
航
空
部
隊
の
真
珠
湾

攻
撃
に
て
火
蓋
が
切
ら
れ
、
次
い
で
宣
戦
の
大
詔
の
渙
発
と
な
っ
た
の
で
、
即
ち
順
序
と
し
て
は
、
帝
国
陸
海
軍
は
八
日
の
未
明
に
西
太
平

洋
に
お
い
て
米
英
軍
と
戦
闘
状
態
に
入
り
（
午
前
六
時
大
本
営
発
表
）
、
さ
う
し
て
宣
戦
の
大
詔
は
同
日
の
午
前
十
一
時
四
十
分
に
渙
発
せ
ら

れ
た
。
（
同
時
刻
の
情
報
局
発
表
に
よ
り
ま
す
と
『
只
今
宣
戦
の
大
詔
が
発
表
せ
ら
れ
ま
し
た
』
と
あ
り
ま
す
。
尤
も
情
報
局
の
右
の
発
表
を

十
一
時
四
十
五
分
と
報
じ
た
一
二
の
新
聞
も
あ
り
ま
し
た
）
。

　

こ
の
順
序
に
顧
み
、
当
時
米
国
に
お
い
て
は
、
開
戦
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
に
照
し
、
日
本
政
府
の
開
戦
を
違
法
と
す
る
非
難
の
論
は
相
当

に
唱
へ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
非
難
は
本
条
約
の
文
字
及
び
精
神
に
睨
み
合
は
せ
、
果
し
て
正
鵠
を
得
た
も
の
で
あ
ら
う
か
、
ま
づ
そ

の
精
神
、
つ
ま
り
敵
対
行
動
の
不
意
討
的
開
始
を
禁
じ
よ
う
と
す
る
所
の
精
神
か
ら
検
討
し
て
見
た
い
と
思
ふ
。
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当
年
の
真
珠
湾
攻
撃
は
、
ア
メ
リ
カ
の
一
般
国
民
に
と
っ
て
は
或
は
不
意
討
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
、
併
し
な
が
ら
国
交
の
危
機
迫
っ

て
来
た
場
合
に
処
す
る
軍
事
当
局
者
と
し
て
は
、
敵
か
ら
何
時
攻
撃
を
受
け
て
も
驚
か
ぬ
だ
け
の
十
二
分
の
警
戒
を
尽
し
、
緩
急
に
対
応
す
べ

き
用
意
万
端
に
寸
毫
の
違
算
も
な
い
や
う
に
し
て
置
く
の
は
当
然
の
任
務
で
、
た
と
ひ
敵
は
不
意
打
的
攻
撃
を
加
へ
た
か
ら
と
て
、
加
へ
ら
れ

た
側
で
は
、
不
意
打
を
喰
っ
た
で
は
弁
解
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
当
時
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ワ
イ
防
備
軍
官
憲
は
ワ
シ
ン
ト

ン
筋
か
ら
累
次
の
警
告
に
よ
り
、
何
時
日
本
軍
が
突
然
攻
撃
を
加
へ
て
来
る
か
も
知
れ
ず
と
当
然
予
期
し
て
を
っ
た
筈
で
あ
る
こ
と
は
、
翌

一
九
四
二
年
一
月
二
十
五
日
附
で
大
統
領
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
ロ
バ
ー
ツ
報
告
で
立
証
す
る
を
得
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
ロ
バ
ー
ツ
報
告
に

挙
げ
ら
れ
た
る
六
つ
七
つ
の
事
実
は
、
何
れ
も
ハ
ワ
イ
の
陸
海
軍
当
局
者
は
真
珠
湾
の
攻
撃
を
受
く
る
に
先
立
ち
、
疾
く
日
本
艦
隊
の
奇
襲
に

備
ふ
べ
き
旨
の
警
告
を
本
国
の
軍
部
主
脳
者
か
ら
受
け
、
こ
れ
に
対
応
す
べ
き
計
画
を
立
案
し
且
つ
実
行
す
る
に
つ
い
て
相
当
の
日
子
が
与
へ

ら
れ
、
依
っ
て
以
て
緩
急
に
処
す
る
に
違
算
な
き
筈
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
に
足
り
る
の
で
あ
り
ま
す
。
の
み
な
ら
ず
こ
の
中
に
は
、
先

ん
じ
て
日
本
の
潜
水
艦
に
対
し
て
攻
撃
を
行
っ
た
と
い
ふ
事
実
も
あ
る
。
で
あ
り
ま
す
る
か
ら
真
珠
湾
攻
撃
を
以
て
不
意
討
的
敵
対
行
為
の
禁

止
を
精
神
と
す
る
所
の
本
条
約
の
規
定
に
違
反
し
た
も
の
と
見
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
事
実
を
殊
更
に
蔽
ふ
た
も
の
で
、
正
し
［
い
］
観
方
で
は

な
い
と
思
ひ
ま
す
。

　

併
し
な
が
ら
、
右
は
本
条
約
の
精
神
か
ら
云
っ
た
論
で
あ
る
。
更
に
本
条
約
の
文
字
か
ら
申
し
ま
す
と
、
真
珠
湾
攻
撃
が
宣
戦
の
詔
書
の
渙

発
に
先
立
っ
て
行
は
れ
た
の
は
事
実
で
あ
り
ま
す
。
尤
も
宣
戦
の
大
詔
は
俗
に
い
ふ
宣
戦
の
布
告
で
、
要
は
国
民
に
向
っ
て
開
戦
の
趣
旨
を
宣

示
し
給
ふ
を
趣
旨
と
し
、
相
手
国
に
向
っ
て
は
、
別
に
宣
戦
又
は
条
件
附
宣
戦
を
含
む
最
後
通
牒
を
通
告
す
る
の
順
序
を
履
む
べ
き
こ
と
が
本

条
約
の
要
求
で
あ
る
。
こ
の
攻
撃
実
行
に
先
立
つ
我
が
廟
議
に
あ
り
て
は
、
在
華

ワ
シ
ン
ト
ン府

野
村
［
吉
三
郎
］
大
使
は
、
東
京
時
間
の
八
日
の
午
前

三
時
（
華
府
時
間
で
七
日
午
後
一
時
）
を
以
て
帝
国
政
府
の
対
米
通
告
を
米
国
国
務
長
官
に
手
交
し
、
そ
れ
か
ら
三
十
分
を
経
た
る
午
後
三
時

三
十
分
（
布ハ

ワ

イ哇
時
間
の
七
日
午
前
八
時
、
華
府
時
間
午
後
一
時
三
十
分
）
に
攻
撃
を
実
行
す
る
と
い
ふ
計
画
を
決
定
し
、
そ
の
手
筈
の
下
に
必

要
な
る
電
訓
は
予
め
同
大
使
及
び
帝
国
艦
隊
司
令
長
官
に
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
大
使
へ
の
電
訓
は
そ
の
解
訳
に
多
分
の
時
間
が
掛
っ
た
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の
と
、
そ
の
上
国
務
長
官
と
の
会
見
時
間
の
打
合
せ
に
も
手
間
取
っ
た
と
か
で
、
通
告
は
予
定
よ
り
一
時
間
と
十
分
遅
れ
、
華
府
時
間
の
午
後

二
時
十
分
を
以
て
行
は
れ
た
。
然
る
に
艦
隊
側
に
あ
り
て
は
、
予
定
通
り
布
哇
時
間
の
七
日
午
前
八
時
を
以
て
攻
撃
を
実
行
せ
し
め
た
の
で
、

対
米
通
告
は
我
が
敵
対
行
動
の
開
始
よ
り
四
十
分
を
過
ぎ
た
後
に
於
て
行
は
れ
た
と
い
ふ
次
第
で
あ
っ
た
と
聞
及
ん
だ
。

　

し
か
も
右
の
対
米
通
告
な
る
も
の
は
、
既
往
の
日
米
交
渉
の
経
過
を
細
述
し
た
る
後
、
そ
の
末
項
に
於
て
『
帝
国
政
府
は
茲
に
合
衆
国
政
府

の
態
度
に
鑑
み
、
今
後
交
渉
を
継
続
す
る
も
妥
結
に
達
す
る
を
得
ず
と
認
む
る
の
外
な
き
旨
を
合
衆
国
政
府
に
通
告
す
る
を
遺
憾
と
す
る
も
の

な
り
』
（
同
日
外
務
省
公
表
の
対
米
『
覚
書
』
に
依
る
）
と
い
へ
る
交
渉
不
継
続
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
通
告
は
宣
戦
の
通
告
又
は
最
後
通

牒
の
発
送
と
同
一
に
看
做
す
を
得
べ
き
や
と
い
ふ
に
、
本
条
約
第
一
条
の
要
求
す
る
宣
戦
は
『
理
由
を
附
し
た
る
開
戦
宣
言
の
形
式
を
有
す
る
』

も
の
、
又
最
後
通
牒
は
『
条
件
附
開
戦
宣
言
を
含
む
最
後
通
牒
の
形
式
を
有
す
る
』
も
の
で
、
且
『
明
瞭
且
事
前
』
た
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、

交
渉
不
継
続
の
通
告
を
之
と
同
一
に
視
る
こ
と
は
到
底
無
理
で
、
随
っ
て
我
が
開
戦
手
続
は
、
本
条
約
第
一
条
の
要
件
を
欠
き
た
る
も
の
、
即

ち
技
術
的
に
は
本
条
約
の
違
反
を
構
成
し
た
る
も
の
と
称
せ
ざ
る
を
得
ま
い
と
思
ふ
。
仄
聞
す
る
所
に
依
れ
ば
、
外
務
大
臣
は
宣
戦
又
は
最
後

通
牒
の
発
送
方
を
主
張
し
た
が
、
軍
統
帥
部
で
は
之
に
同
意
せ
ず
、
そ
こ
で
両
者
妥
協
の
結
果
、
交
渉
打
切
り
の
通
告
と
い
ふ
こ
と
に
決
し
た

の
だ
と
あ
る
。
我
が
外
交
当
局
者
は
そ
れ
に
て
本
条
約
の
違
反
に
な
ら
ず
と
見
た
も
の
か
、
又
は
違
反
と
な
る
も
構
は
ぬ
と
覚
悟
の
上
に
て
右

様
の
妥
協
に
応
じ
た
も
の
か
、
そ
の
点
は
ハ
ツ
き
り
し
な
い
。

　

要
す
る
に
、
本
条
約
は
前
に
も
申
し
た
如
く
、
そ
の
実
際
的
価
値
は
乏
し
い
言
は
ヾ
時
代
錯
誤
に
属
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
然
し

な
が
ら
国
際
条
約
の
立
法
論
と
し
て
の
話
で
あ
る
。
本
条
約
の
解
釈
論
と
し
て
は
、
苟
く
も
条
約
の
効
力
が
依
然
と
し
て
存
続
す
る
限
り
は
、

締
約
国
と
し
て
は
忠
実
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
論
を
俟
た
な
い
。
こ
の
見
地
か
ら
公
平
に
見
て
、
我
国
の
当
年
の
敵
対
行
動
の
開
始
は

本
条
約
の
文
字
の
関
す
る
限
り
、
明
か
に
条
約
違
反
を
構
成
し
た
る
も
の
と
論
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
ふ
。

　

次
に
は
大
東
亜
戦
争
と
不
戦
条
約
と
の
関
係
で
あ
る
。

　

不
幸
に
し
て
我
が
日
本
は
、
こ
の
条
約
に
関
し
て
も
条
約
違
反
の
過
失
を
演
じ
た
こ
と
、
こ
れ
ま
た
弁
護
の
言
葉
が
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
り
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ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
私
は
左
の
三
つ
の
点
を
挙
げ
た
い
。

　

第
一
に
は
、
大
東
亜
戦
争
は
明
か
に
わ
が
国
家
の
政
策
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
な
り
し
こ
と
を
否
む
こ
と
は
出
来
な
い
。
本
条
約
の
締
約
国

が
厳
粛
に
そ
の
抛
棄
を
約
し
た
る
国
家
の
政
策
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
と
は
、
前
に
も
申
し
た
如
く
、
個
々
の
国
家
の
政
策
、
即
ち
共
同
制
裁

手
段
と
し
て
の
連
合
的
の
も
の
以
外
に
属
す
る
そ
れ
を
別
に
し
た
る
自
意
的
且
つ
独
立
的
の
政
策
を
実
行
す
る
戦
争
を
意
味
す
る
と
い
ふ
見
解

と
、
そ
れ
か
ら
国
家
の
利
益
の
要
求
に
従
ひ
又
は
国
家
の
利
益
増
進
の
た
め
に
す
る
と
い
ふ
フ
エ
ン
ウ
ヰ
ツ
ク
の
下
し
た
や
う
な
定
義
に
属
す

る
戦
争
、
こ
の
二
つ
の
意
義
に
照
し
て
考
へ
ま
す
る
と
、
当
然
こ
れ
に
抵
触
す
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
一
国
が
近
隣
諸
国
の
上
に
従

来
他
の
強
国
が
多
年
扶
植
し
て
来
た
そ
の
勢
力
を
打
払
ひ
、
自
分
の
国
の
勢
力
を
こ
れ
に
代
ら
し
め
、
ま
た
こ
れ
等
の
諸
国
を
ば
、
自
分
の
国

を
隠
然
盟
主
と
す
る
と
こ
ろ
の
共
存
共
栄
の
大
き
な
一
つ
の
圏
内
に
網
羅
せ
し
め
、
将
来
の
政
治
的
及
び
経
済
的
の
活
動
舞
台
と
擬
想
す
る
広

い
特
定
地
域
内
に
自
分
の
国
の
優
越
的
地
歩
を
築
き
上
げ
て
他
の
強
国
の
再
び
来
っ
て
こ
れ
を
窺
う
こ
と
を
許
さ
な
い
や
う
に
す
る
、
と
い
ふ

や
う
な
意
図
を
以
て
行
ふ
と
こ
ろ
の
戦
争
は
、
こ
れ
明
か
に
国
家
の
政
策
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
と
見
る
に
間
違
は
な
い
。
我
国
の
決
行
し
た

る
当
年
の
大
東
亜
戦
争
は
即
ち
そ
れ
で
あ
り
ま
し
て
、
随
っ
て
不
戦
条
約
の
想
定
と
正
面
的
に
抵
触
す
る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
と
思
ふ
。

　

第
二
に
は
、
自
衛
の
必
要
に
基
い
た
る
戦
争
は
不
戦
条
約
の
適
用
範
囲
外
に
属
す
る
の
で
あ
る
が
、
自
衛
と
い
ふ
言
葉
を
極
め
て
広
く
と

り
、
大
概
の
武
力
行
動
を
自
衛
の
必
要
と
い
ふ
も
の
に
結
び
つ
け
て
し
ま
へ
ば
別
論
で
あ
る
が
、
そ
の
厳
正
な
る
解
釈
か
ら
離
れ
ざ
る
限
り

は
、
大
東
亜
戦
争
を
我
国
の
自
衛
の
必
要
に
出
で
た
も
の
と
見
る
の
は
無
理
で
あ
り
ま
す
ま
い
か
。
勿
論
当
年
の
開
戦
の
詔
書
に
は
、
そ
の
末

段
に
『
帝
国
ノ
存
立
亦
正
ニ
危
殆
ニ
瀕
セ
リ
』
『
帝
国
ハ
今
ヤ
自
存
自
衛
ノ
為
』
等
の
御
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
詔
書
の
御
言
葉
に
疑
惑
を
挟
む

の
非
礼
は
飽
く
ま
で
避
く
べ
き
で
あ
り
ま
す
が
、
併
し
な
が
ら
開
戦
に
先
立
つ
日
米
交
渉
の
跡
を
詳
か
に
遡
っ
て
尋
ね
、
ま
た
東
亜
の
当
時
の

情
勢
を
深
く
回
顧
し
て
見
る
と
帝
国
の
存
立
は
ど
う
い
ふ
点
に
お
い
て
危
殆
に
瀕
し
た
と
認
む
べ
き
も
の
で
あ
る
か
、
殊
に
米
英
の
如
何
な
る

措
置
を
以
て
自
存
自
衛
の
必
要
を
促
さ
し
め
た
も
の
と
見
る
べ
き
か
、
不
可
解
の
点
は
多
々
あ
り
ま
す
。
自
衛
は
前
に
論
じ
た
如
く
、
事
態
が

相
手
国
の
強
圧
力
の
前
に
急
迫
し
、
避
く
る
に
他
途
な
く
、
考
ふ
る
に
余
暇
が
な
い
と
い
ふ
場
合
に
お
い
て
の
み
是
認
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
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る
が
、
当
年
の
事
態
は
果
し
て
さ
う
で
あ
っ
た
か
。
米
国
の
当
時
要
求
し
ま
し
た
と
こ
ろ
の
支
那
及
仏
印
か
ら
の
撤
兵
、
重
慶
以
外
の
支
那
政

権
の
否
認
、
三
国
同
盟
よ
り
の
離
脱
、
こ
の
中
で
米
国
は
ど
れ
に
一
番
重
き
を
置
い
て
を
っ
た
か
、
米
国
側
の
情
報
で
は
三
国
同
盟
の
や
う
で

あ
り
、
近
衛
［
文
麿
］
公
の
手
記
を
見
る
と
撤
兵
に
一
番
重
き
を
置
い
て
を
っ
た
や
う
に
見
え
ま
す
が
、
い
づ
れ
に
し
て
も
少
く
と
も
こ
の
三

個
条
は
、
我
が
政
府
と
し
て
は
種
々
の
行
懸
り
上
、
受
諾
す
る
に
困
難
を
感
じ
た
こ
と
は
十
分
察
せ
ら
れ
る
。
然
し
な
が
ら
困
難
を
感
じ
た

に
は
違
ひ
な
い
が
、
絶
対
に
不
可
能
と
い
ふ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
ア
ク
セ
プ
ト
す
る
こ
と
は
外
交
政
策
上
面
白
く
な
い
と
い
ふ
ま

で
ヾ
、
な
し
能
は
ぬ
と
い
ふ
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
得
策
、
不
得
策
の
問
題
で
、
能
否
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
避
く
る
に
道
が
な
い
の
で
は

な
く
、
ま
た
考
ふ
る
に
遑
が
な
い
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
さ
う
し
て
一
た
び
こ
れ
を
受
諾
し
た
な
ら
ば
急
迫
事
態
は
瞬
時
を
出
で
ず
し
て
消
散

し
て
了
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
自
衛
の
必
要
を
呼
起
さ
し
む
る
に
及
ば
ざ
る
自
由
裁
量
の
余
地
は
尚
ほ
残
さ
れ
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
殊
に
右
の

要
求
を
申
入
れ
来
り
た
る
米
国
政
府
の
十
一
月
廿
六
日
の
対
日
提
案
は
、
米
国
の
最
後
通
牒
と
我
が
政
府
に
て
は
内
外
に
宣
明
し
た
が
、
よ
く

調
べ
て
見
る
と
、
該
提
案
の
冒
頭
に
は
テ
ン
タ
チ
ー
ヴ
［tentative

（
暫
定
）
］と
記
し
て
あ
る
。
即
ち
一
の
試
案
で
あ
る
。
試
案
で
あ
る
か
ら
、

該
提
案
は
最
後
通
牒
で
は
な
く
し
て
、
中
間
通
牒
で
あ
る
。
故
に
之
に
対
し
折
衝
を
継
続
せ
ん
と
の
意
思
が
我
方
に
あ
り
さ
へ
す
れ
ば
、
為
し

得
る
余
地
は
尚
ほ
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

　

何
も
か
も
辞
を
自
衛
に
藉か

り
て
自
国
の
行
動
を
弁
護
す
る
自
衛
濫
用
の
従
来
の
慣
例
を
踏
襲
す
る
な
ら
ば
格
別
、
自
衛
の
語
を
厳
正
に
解
釈

す
る
限
り
は
、
国
家
の
自
衛
権
に
て
大
東
亜
戦
争
を
弁
護
す
る
こ
と
は
無
理
と
私
は
思
ひ
ま
す
。
随
っ
て
不
戦
条
約
の
適
用
の
除
外
例
に
は
合

格
し
難
い
と
信
じ
ま
す
。

　

第
三
に
は
、
侵
略
戦
と
い
ふ
ス
タ
ン
プ
を
捺
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
自
衛
戦
に
あ
ら
ざ
る
戦
争
は
必
ず
し
も
そ
の
総
て
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
概
し
て
侵
略
戦
を
以
て
目
せ
ら
れ
る
。
不
戦
条
約
に
お
き
ま
し
て
も
、
国
家
の
政
策
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
を
排
斥
す
る
の
は
、
事
実

に
お
い
て
侵
略
戦
を
排
斥
す
る
の
意
味
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
侵
略
と
か
侵
略
国
と
い
ふ
こ
と
を
法
的
に
定
義
す
る
こ
と
の
難
か
し

い
の
は
前
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
通
俗
的
に
は
、
相
手
国
か
ら
挑
発
を
受
け
た
る
に
あ
ら
ず
、
ま
た
自
衛
の
必
要
に
よ
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
専
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ら
自
国
の
覇
道
的
対
外
政
策
の
要
求
に
副
ふ
て
行
ふ
所
の
戦
争
は
、
こ
れ
□
［
１
字
不
明
］
即
ち
侵
略
戦
争
と
大
概
云
へ
る
で
あ
り
ま
せ
う
。

そ
の
傘
下
に
網
羅
す
る
と
こ
ろ
の
諸
小
国
の
或
は
独
立
を
弥い

や

が
上
に
保
障
し
て
や
る
と
か
、
或
は
事
実
的
の
保
護
国
同
様
に
し
て
し
ま
ふ
か
は

問
題
で
な
く
、
い
づ
れ
に
し
て
も
自
国
が
盟
主
と
な
っ
て
こ
れ
が
牛
耳
を
執
る
こ
と
の
意
図
の
下
に
行
ふ
と
こ
ろ
の
戦
争
は
、
蓋
し
侵
略
戦
争

と
し
て
最
も
著
大
な
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
意
味
に
於
て
大
東
亜
戦
争
は
、
我
国
の
一
つ
の
大
な
る
侵
略
戦
争
で
あ
っ
た
こ
と
は
蔽
ひ
得
な
い
と
思
ふ
。
不
戦
条
約
に
関
す
る
米
仏

両
国
間
の
予
備
交
渉
中
、
侵
略
戦
の
こ
と
も
問
題
に
な
っ
た
が
、
ケ
ロ
ツ
グ
は
本
条
約
中
に
侵
略
の
定
義
や
開
戦
の
機
会
を
許
す
所
の
除
外
例

な
ど
を
掲
げ
た
り
す
る
こ
と
は
不
戦
の
大
原
則
を
確
立
せ
し
め
ん
と
す
る
本
条
約
の
効
力
を
却
っ
て
薄
弱
な
ら
し
む
る
の
虞
あ
り
と
論
じ
［
、
］

そ
の
結
果
侵
略
戦
の
こ
と
は
之
を
本
条
約
中
に
掲
げ
ざ
る
こ
と
に
し
た
訳
で
、
敢
て
侵
略
戦
は
国
家
の
政
策
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
に
非
ず
、

之
を
禁
ず
る
に
及
ば
ず
と
の
意
味
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
こ
と
言
を
俟
た
な
い
。
大
東
亜
戦
争
を
侵
略
戦
と
す
れ
ば
、
そ
は
不
戦
条
約
の
少

く
も
精
神
と
相
容
れ
ざ
り
し
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　

勿
論
斯
く
は
論
断
す
る
も
の
の
、
不
戦
条
約
そ
の
も
の
の
実
際
上
の
価
値
の
論
は
自
ら
別
で
あ
り
ま
す
。
不
戦
条
約
は
世
界
の
平
和
主
義
者

が
謳
歌
し
且
つ
期
待
し
た
ほ
ど
の
効
能
は
な
い
も
の
と
私
は
初
め
か
ら
見
て
居
っ
た
。
そ
れ
は
今
日
初
め
て
申
す
の
で
は
な
く
、
本
条
約
の
出

来
た
直
後
に
私
の
著
書
の
不
戦
条
約
論
の
中
に
、
既
に
さ
う
明
か
に
論
じ
て
置
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
第
一
に
は
、
国
家
の
政
策
の
具
と
し

て
の
戦
争
を
抛
棄
す
と
い
ふ
の
は
、
事
実
に
お
い
て
自
衛
権
は
別
と
し
て
一
切
の
戦
争
を
絶
対
に
廃
止
せ
よ
と
い
ふ
の
と
同
じ
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
戦
争
の
絶
対
廃
止
な
ど
［
と
］
い
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
相
談
で
あ
る
。
ま
た
自
衛
権
を
適
用
範
囲
外
に
置
く
と
あ
ら
ば
、
そ
し
て
仮
に

自
衛
な
る
も
の
を
厳
狭
に
解
釈
せ
し
む
る
を
得
る
な
ら
ば
、
開
戦
の
危
険
率
は
著
し
く
低
下
す
る
で
あ
り
ま
せ
う
け
れ
ど
も
、
従
来
の
如
く
広

い
解
釈
を
許
す
限
り
は
、
大
概
の
戦
争
は
自
衛
権
の
名
に
大
手
を
振
っ
て
行
ふ
こ
と
が
出
来
ま
す
か
ら
、
事
実
に
お
い
て
不
戦
が
不
戦
で
な
く

な
る
。
第
二
に
、
不
戦
条
約
が
や
か
ま
し
く
云
ふ
な
ら
ば
、
敢
て
戦
争
と
名
を
つ
け
ず
、
謂
ゆ
る
事
変
と
い
ふ
名
で
事
実
的
に
戦
争
を
な
す
こ

と
も
世
の
常
例
と
な
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
支
那
事
変
の
如
き
は
、
ま
さ
し
く
そ
れ
で
あ
っ
た
。
支
那
事
変
の
初
め
に
於
て
日
本
の
行
動
は
不
戦
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条
約
を
無
視
す
る
も
の
と
の
非
難
が
支
那
及
び
第
三
国
か
ら
起
り
ま
し
た
時
に
、
我
が
外
務
省
筋
で
は
日
本
も
支
那
も
宣
戦
し
て
ゐ
る
の
で
な

い
か
ら
、
国
際
法
上
の
戦
争
で
は
な
い
。
随
っ
て
何
等
本
条
約
に
は
抵
触
し
な
い
、
と
い
ふ
見
解
を
直
接
間
接
に
表
白
し
た
。
テ
ク
ニ
カ
リ
ー

［technically

］
に
は
或
は
さ
う
か
も
知
れ
ぬ
が
、
真
意
は
名
を
避
け
実
を
行
ふ
こ
と
に
於
て
、
本
条
約
へ
の
抵
触
を
体
よ
く
避
け
よ
う
と
し

た
も
の
で
、
本
条
約
の
精
神
と
は
到
底
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
本
条
約
に
は
斯
か
る
権
道
を
弄
せ
し
め
る
抜
け
道
が
開
い
て
あ
る
の
で
あ

る
か
ら
、
本
条
約
も
実
際
に
於
て
所
期
の
効
果
を
挙
ぐ
る
能
は
ざ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
す
。

　

け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
前
に
開
戦
に
関
す
る
条
約
の
時
に
申
上
げ
た
如
く
一
つ
の
国
際
立
法
論
で
あ
り
ま
し
て
、
苟
く
も
一
旦
締
約
国
と
し
て

本
条
約
に
署
名
し
た
以
上
は
、
そ
の
文
字
と
共
に
精
神
を
も
尊
重
し
、
名
実
と
も
に
武
力
行
動
を
差
控
へ
る
こ
と
が
当
然
締
約
国
の
責
任
で
あ

る
。
我
国
の
行
動
が
こ
の
責
務
に
背
馳
し
、
た
め
に
列
国
の
非
難
を
招
い
た
の
は
自
業
自
得
と
は
云
へ
、
心
あ
る
者
の
窃

ひ
そ
か

に
残
念
に
思
は
ざ
る

を
得
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
条
約
違
反
の
制
裁
と
い
ふ
こ
と
を
一
言
申
述
べ
た
い
。

　

凡
そ
条
約
違
反
は
国
際
信
義
に
悖
る
ブ
リ
ー
チ
・
オ
ヴ
・
フ
エ
ー
ス
［breach of faith

］
の
大
な
る
も
の
た
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
。
併
し

な
が
ら
現
行
国
際
法
上
、
敢
て
犯
罪
を
構
成
す
る
も
の
で
な
い
。
随
っ
て
違
反
行
為
に
対
し
て
は
、
た
め
に
被
害
を
受
け
た
国
は
（
一
）
そ
の

条
約
の
上
に
お
け
る
同
様
の
義
務
か
ら
脱
去
す
る
こ
と
、
（
二
）
損
害
あ
ら
ば
賠
償
を
要
求
す
る
こ
と
、
（
三
）
事
重
大
な
ら
ば
該
条
約
の
全
部

の
廃
棄
を
宣
言
す
る
こ
と
、
（
四
）
更
に
一
層
重
大
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
ら
ば
そ
れ
を
開
戦
の
理
由
と
す
る
こ
と
、
制
裁
は
要
す
る
に
こ
れ

だ
け
で
、
そ
の
い
づ
れ
か
を
以
て
違
約
国
に
臨
む
以
外
に
、
刑
罰
的
の
制
裁
を
違
約
国
の
当
局
者
に
課
せ
し
め
る
途
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

将
来
は
知
り
ま
せ
ん
。
将
来
は
い
は
ゆ
る
エ
ツ
キ
ス
・
ポ
ス
ト
・
フ
ア
ク
ト
・
ロ
ウ
［ex post facto law

（
事
後
法
）
］
の
法
則
な
ど
は
そ
っ

ち
の
け
に
し
て
、
伸
縮
自
在
の
解
釈
の
下
に
如
何
な
る
刑
罰
的
制
裁
を
作
る
か
判
り
ま
せ
ん
が
、
今
日
ま
で
は
そ
れ
は
な
い
。
勿
論
絶
対
に
な

い
の
で
は
な
い
。
条
約
に
刑
罰
的
制
裁
の
こ
と
を
特
別
に
規
定
し
て
あ
ら
ば
別
で
あ
る
。
例
へ
ば
一
九
二
二
年
ワ
シ
ン
ト
ン
で
締
結
さ
れ
た
潜

水
艦
及
び
毒
瓦
斯
に
関
す
る
五
国
条
約
の
中
に
は
、
商
戦
に
対
す
る
攻
撃
並
に
そ
の
拿
捕
及
び
破
壊
に
関
し
特
定
法
則
を
犯
し
た
る
も
の
は
、
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海
賊
行
為
に
準
じ
て
審
問
処
罰
を
加
ふ
べ
き
も
の
と
の
規
定
が
あ
り
ま
す
。
か
う
い
ふ
特
別
の
規
定
の
あ
る
も
の
は
別
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、

一
般
条
約
の
違
反
行
為
は
刑
罰
的
制
裁
を
以
て
問
は
れ
る
筋
合
の
も
の
で
は
な
い
。
現
に
不
戦
条
約
の
交
渉
中
、
在
華
府
フ
ラ
ン
ス
大
使
か
ら

ケ
ロ
ツ
グ
に
宛
て
た
復
牒
の
中
に
『
調
印
国
の
一
が
規
定
に
背
く
こ
と
あ
る
場
合
に
は
、
他
の
調
印
諸
国
は
該
違
反
国
と
の
関
係
に
お
い
て
、

条
約
の
約
束
よ
り
解
放
せ
ら
る
べ
き
も
の
た
る
べ
し
。
こ
の
点
に
お
い
て
仏
国
政
府
は
、
米
国
政
府
が
所
見
を
一
に
す
る
と
信
じ
て
疑
わ
ず
』

と
記
し
、
ま
た
ケ
ロ
ツ
グ
も
ア
メ
リ
カ
国
際
法
協
会
に
お
け
る
演
説
の
中
に
於
て
、
『
多
辺
的
条
約
の
調
印
国
の
一
が
規
定
に
違
反
し
て
戦
争

に
訴
へ
た
る
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
は
他
の
調
印
諸
国
を
し
て
自
動
的
に
該
条
約
上
の
義
務
よ
り
解
放
せ
し
む
べ
き
こ
と
法
律
上
疑
を
容
れ
ざ

る
所
で
、
法
律
の
こ
の
原
則
を
特
に
明
記
す
る
が
如
き
は
全
然
不
要
に
属
す
る
』
と
説
明
し
、
英
国
政
府
も
右
の
見
解
に
同
意
を
表
し
、
斯
く

し
て
本
条
約
の
前
文
の
『
今
後
戦
争
に
訴
へ
て
国
家
の
利
益
を
増
進
せ
ん
と
す
る
署
名
国
は
、
本
条
約
の
供
与
す
る
利
益
を
拒
否
せ
ら
る
べ
き

も
の
な
る
こ
と
を
確
信
し
』
の
字
句
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
違
反
国
に
対
し
共
同
制
裁
を
加
ふ
る
が
如
き
国
際
警
察
の
任
に
当
る
の
義
務

な
く
、
要
は
他
の
締
約
国
と
の
親
善
関
係
を
持
続
す
る
こ
と
に
依
り
て
得
ら
る
べ
き
諸
般
の
利
益
を
最
早
や
当
て
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、

別
語
に
て
云
へ
ば
、
兵
器
弾
薬
そ
の
他
物
資
の
供
給
は
拒
否
さ
る
ヽ
か
も
知
れ
ず
、
と
の
意
味
で
あ
る
。
国
際
連
盟
規
約
や
ロ
カ
ル
ノ
協
定
の

如
く
に
共
同
制
裁
の
こ
と
を
特
別
に
規
定
す
れ
ば
兎
に
角
、
さ
も
な
い
限
り
は
、
条
約
違
反
に
対
す
る
措
置
と
し
て
は
、
蓋
し
こ
の
以
外
に
途

は
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
条
約
違
反
は
犯
罪
で
な
く
一
の
背
信
行
為
で
あ
る
か
ら
、
道
義
的
制
裁
と
し
て
国
際
輿
論
の
法
廷
は
被
告
を
拘
引
し
て

裁
判
官
の
前
に
立
た
し
め
、
法
文
に
照
し
て
之
を
処
断
す
る
の
と
は
異
り
、
漠
と
い
へ
ば
漠
、
曖
昧
と
い
へ
ば
曖
昧
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
も

国
際
輿
論
の
制
裁
力
は
、
時
に
は
有
形
的
の
そ
れ
以
上
に
強
大
性
を
示
す
こ
と
稀
で
な
い
。
第
一
次
大
戦
の
作
者
と
周
認
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ヘ
ル

ム
二
世
帝
は
、
当
年
の
国
際
輿
論
の
強
烈
な
非
難
の
下
に
、
遂
に
歴
史
に
葬
ら
れ
た
。
第
二
次
大
戦
の
作
者
の
ヒ
ツ
ト
ラ
ー
［A

dolf H
itler

］

も
、
既
に
同
一
の
運
命
を
辿
っ
た
と
云
へ
ま
せ
う
。
我
が
日
本
が
今
次
の
大
敗
戦
を
招
い
た
の
に
は
い
ろ
い
ろ
理
由
も
あ
り
ま
せ
う
が
、
そ
の

最
も
有
力
な
る
一
つ
は
、
日
本
が
国
際
輿
論
の
袋
叩
き
に
逢
っ
た
点
に
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。
国
際
輿
論
の
動
向
を
無
視
し
て
は
、
世
界
に
馳ち

駆く

し
て
勝
を
制
す
る
こ
と
は
到
底
出
来
な
い
筈
で
す
。
国
際
条
約
、
殊
に
不
戦
条
約
違
反
の
我
国
は
、
そ
の
背
信
行
為
に
対
す
る
国
際
輿
論
の
法
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廷
の
厳
粛
な
る
糾
弾
を
受
く
る
に
つ
い
て
禁
錮
何
年
と
い
ふ
有
形
的
な
体
刑
よ
り
は
遥
か
に
不
利
で
且
つ
苦
痛
の
大
な
る
無
形
的
制
裁
を
当
然

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
地
位
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
信
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
註

（
１
）	

住
本
利
男
『
占
領
秘
録
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
六
五
年
）
三
一
一
頁
。
な
お
従
来
、
「
内
外
法
制0

研
究
会
」
と
も
表
記
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
住
本
利
男
『
占

領
秘
録
』
に
お
け
る
誤
記
の
影
響
で
あ
り
、
「
内
外
法
政0

研
究
会
」
の
表
記
が
正
し
い
。

（
２
）	

日
暮
吉
延
『
東
京
裁
判
の
国
際
関
係
』
（
木
鐸
社
、
二
〇
〇
二
年
）
第
三
章
、
日
暮
吉
延
『
東
京
裁
判
』
（
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
〇
八
年
）
第
四
章
。

ま
た
東
京
裁
判
の
簡
易
な
解
説
と
し
て
、
日
暮
吉
延
「
東
京
裁
判
─
─
昭
和
の
戦
争
の
帰
着
点
」
（
筒
井
清
忠
編
『
解
明
・
昭
和
史
―
―
東
京
裁
判
ま
で

の
道
』
朝
日
選
書
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
３
）	

筆
者
は
以
前
、
『
研
究
資
料
』
第
七
六
号
「Ex post facto

 

の
立
法
に
つ
い
て
」
の
紹
介
も
し
て
い
る
。
日
暮
吉
延
「
内
外
法
政
研
究
会
」
（
『
法
律
時
報
』

二
〇
〇
四
年
二
月
号
、
日
本
評
論
社
）
。

（
４
）	

酒
井
哲
哉
『
近
代
日
本
の
国
際
秩
序
論
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
一
一
〇
─
一
一
二
頁
。

（
５
）	

信
夫
淳
平
の
伝
記
的
事
実
に
関
し
て
は
、
以
下
の
諸
業
績
に
依
拠
し
た
。
戦
前
期
官
僚
制
研
究
会
編
／
秦
郁
彦
著
『
戦
前
期
日
本
官
僚
制
の
制
度
・
組
織
・

人
事
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
）
、
酒
井
前
掲
『
近
代
日
本
の
国
際
秩
序
論
』
第
二
章
、
藤
村
道
生
「
信
夫
淳
平
」
（
臼
井
勝
美
ほ
か
編
『
日

本
近
現
代
人
名
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
、
上
田
正
昭
ほ
か
編
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
（
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
）
。

（
６
）	

酒
井
前
掲
『
近
代
日
本
の
国
際
秩
序
論
』
九
三
頁
。

（
７
）	

日
暮
前
掲
『
東
京
裁
判
』
四
八
─
五
〇
頁
。

（
８
）	

東
郷
茂
徳
『
時
代
の
一
面
』
（
中
公
文
庫
、
一
九
八
九
年
）
三
五
九
─
三
七
五
頁
。

（
９
）	

ジ
ョ
ン
・
エ
マ
ー
ソ
ン
（
宮
地
健
次
郎
訳
）
『
嵐
の
な
か
の
外
交
官
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
）
九
〇
頁
。

（
10
）	

原
彬
久
『
吉
田
茂
』
（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
五
年
）
八
九
頁
。
な
お
、
日
米
交
渉
に
当
た
っ
た
来
栖
三
郎
大
使
は
、
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
は
「
交
渉
の
始
め
に

戻
っ
た
」
点
が
多
く
、
「
乙
案
は
受
諾
で
き
な
い
か
ら
さ
ら
に
論
議
し
よ
う
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
、
い
わ
ば
中
間
的
な
見
方
を
回
想
録
で
示
し
て
い
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る
。
来
栖
三
郎
『
泡
沫
の
三
十
五
年
』
（
中
公
文
庫
、
一
九
八
六
年
）
一
〇
七
─
一
〇
八
頁
。

（
11
）	
「
万
国
国
際
法
学
会
」
、
す
な
わ
ち
国
際
法
学
会
（ID

I, Institut de D
roit International

）
は
、
一
一
名
の
著
名
な
法
律
家
の
合
意
を
も
と
に
、

一
八
七
三
年
九
月
八
日
、
ベ
ル
ギ
ー
の
北
西
部
イ
ー
ス
ト
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
州
の
州
都
ゲ
ン
ト
（
ヘ
ン
ト G

hent

）
で
設
立
さ
れ
た
国
際
学
術
団
体
で

あ
る
。
政
府
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
国
際
法
の
発
展
に
寄
与
す
る
組
織
と
し
て
構
想
さ
れ
た
。
会
合
を
隔
年
開
催
し
、
総
会
の
選
ん
だ
テ
ー
マ
を

複
数
の
科
学
委
員
会
が
検
討
す
る
。
た
と
え
ば
、
一
八
八
〇
年
、
戦
争
法
の
原
則
を
ま
と
め
た
「
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
決
議
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
活
動
の
結
果
、
一
九
〇
四
年
に
は
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
。
国
際
的
知
名
度
が
高
い
法
学
者
か
ら
選
出
さ
れ
る
会
員
の
資
格
は

厳
格
で
あ
り
、
現
在
の
正
会
員
と
準
会
員
（associate

）
は
一
三
二
名
を
上
限
と
す
る
。http://w

w
w

.idi-iil.org/; http://nobelprize.org/nobel_
prizes/peace/laureates/1904/international-law

-history.htm
l.

（
12
）	

ド
ラ
ゴ
・
ド
ク
ト
リ
ン
ま
た
は
ド
ラ
ゴ
主
義
と
は
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
海
上
封
鎖
に
際
し
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
外
相
ル
イ
ス
・
ド
ラ
ゴ
（Luis M

aria 
D

rago

）
が
一
九
〇
二
年
一
二
月
に
表
明
し
た
原
則
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
債
権
取
り
立
て
の
た
め
に
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
武

力
行
使
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

（
13
）	

開
戦
ニ
関
ス
ル
条
約
（
ハ
ー
グ
第
三
条
約
、
一
九
〇
七
年
一
〇
月
一
八
日
署
名
、
一
九
一
〇
年
一
月
二
六
日
発
効
、
日
本
は
一
九
一
一
年
一
一
月
六
日
批

准
／
抄
録
）

	

　

第
一
条　

締
約
国
ハ
理
由
ヲ
附
シ
タ
ル
開
戦
宣
言
ノ
形
式
又
ハ
条
件
附
開
戦
宣
言
ヲ
含
ム
最
後
通
牒
ノ
形
式
ヲ
有
ス
ル
明
瞭
且
事
前
ノ
通
告
ナ
ク
シ
テ

其
ノ
相
互
間
ニ
戦
争
ヲ
開
始
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
承
認
ス

	

　

第
二
条　

戦
争
状
態
ハ
遅
滞
ナ
ク
中
立
国
ニ
通
告
ス
ヘ
ク
通
告
受
領
ノ
後
ニ
非
サ
レ
ハ
該
国
ニ
対
シ
其
ノ
効
果
ヲ
生
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス　

該
通
告
ハ
電

報
ヲ
以
テ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得　

但
シ
中
立
国
カ
実
際
戦
争
状
態
ヲ
知
リ
タ
ル
コ
ト
確
実
ナ
ル
ト
キ
ハ
該
中
立
国
ハ
通
告
ノ
欠
缺
ヲ
主
張
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ス

	

　

第
三
条　

本
条
約
第
一
条
ハ
締
約
国
中
ノ
二
国
又
ハ
数
国
間
ノ
戦
争
ノ
場
合
ニ
効
力
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
ス　

第
二
条
ハ
締
約
国
タ
ル
一
交
戦
国
ト
均
シ

ク
締
約
国
タ
ル
諸
中
立
国
間
ノ
関
係
ニ
付
拘
束
力
ヲ
有
ス

（
14
）	

戦
争
抛
棄
ニ
関
ス
ル
条
約
（
不
戦
条
約
、
ケ
ロ
ッ
グ
・
ブ
リ
ア
ン
条
約
、
一
九
二
八
年
八
月
二
七
日
署
名
、
一
九
二
九
年
七
月
二
四
日
発
効
、
日
本
は

一
九
二
九
年
六
月
二
七
日
批
准
／
抄
録
）
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第
一
条　

締
約
国
ハ
国
際
紛
争
解
決
ノ
為
戦
争
ニ
訴
フ
ル
コ
ト
ヲ
非
ト
シ
且
其
ノ
相
互
関
係
ニ
於
テ
国
家
ノ
政
策
ノ
手
段
ト
シ
テ
ノ
戦
争
ヲ
抛
棄
ス
ル

コ
ト
ヲ
其
ノ
各
自
ノ
人
民
ノ
名
ニ
於
テ
厳
粛
ニ
宣
言
ス

	

　

第
二
条　

締
約
国
ハ
相
互
間
ニ
起
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
キ
一
切
ノ
紛
争
又
ハ
紛
議
ハ
其
ノ
性
質
又
ハ
起
因
ノ
如
何
ヲ
問
ハ
ズ
平
和
的
手
段
ニ
依
ル
ノ
外
之
ガ

処
理
又
ハ
解
決
ヲ
求
メ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
約
ス

（
15
）	

一
九
一
九
年
一
月
一
八
日
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
勝
者
で
あ
る
連
合
国
側
の
二
八
ヵ
国
が
参
集
し
て
、
パ
リ
講
和
会
議
は
始
ま
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
大
統
領

ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
首
相
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ロ
イ
ド=

ジ
ョ
ー
ジ
、
フ
ラ
ン
ス
首
相
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
、
イ
タ
リ
ア
首

相
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
オ
ル
ラ
ン
ド
は
四
人
会
議
に
臨
ん
だ
が
、
彼
ら
は
前
ド
イ
ツ
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
の
処
遇
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
対
立
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

	

　

一
方
で
は
、
ロ
イ
ド=
ジ
ョ
ー
ジ
と
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
の
英
仏
首
脳
が
、
両
国
世
論
の
熱
望
を
背
景
に
、
国
際
法
廷
を
新
設
し
て
前
ド
イ
ツ
皇
帝
の
開
戦

責
任
を
裁
く
こ
と
を
主
張
し
た
。
他
方
、
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
戦
争
開
始
に
つ
い
て
個
人
の
刑
事
責
任
を
問
う
こ
と
に
は
先
例
が
な
い
と
し
て

皇
帝
訴
追
論
に
真
っ
向
か
ら
反
対
し
た
。
イ
タ
リ
ア
の
オ
ル
ラ
ン
ド
は
、
こ
こ
で
真
の
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
表
面
上
の
「
法
律
」
云
々
な
ど
で
は
な

く
実
は
「
政
治
」
や
「
歴
史
」
な
の
だ
と
喝
破
し
て
い
る
。

	

　

い
き
お
い
四
人
会
議
は
膠
着
状
態
に
な
っ
た
。
そ
の
局
面
を
打
開
し
た
の
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
四
月
九
日
に
提
示
し
た
ロ
バ
ー
ト
・
ラ
ン
シ
ン
グ
国
務

長
官
の
構
想
で
あ
る
。
国
際
法
に
詳
し
い
ラ
ン
シ
ン
グ
は
、
前
皇
帝
の
処
罰
根
拠
を
「
司
法
的
な
犯
罪
」
で
は
な
く
「
国
際
道
義
と
条
約
の
神
聖
」
に
反

す
る
「
罪
」
＝
「
道
徳
的
な
罪
」
に
変
え
、
「
政
治
的
処
置
」
と
し
て
の
国
際
裁
判
を
す
る
よ
う
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
事
後
法
の
危
険
を
回
避
で
き
る

「
国
際
政
策
」
と
し
て
の
政
治
的
裁
判
方
式
で
、
四
人
会
議
は
即
日
、
妥
協
し
え
た
の
で
あ
っ
た
（
日
暮
前
掲
『
東
京
裁
判
の
国
際
関
係
』
第
一
章
）
。

	

　

こ
う
し
て
成
立
し
た
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
条
約
の
第
二
二
七
条
は
次
の
通
り
（
日
本
語
は
日
暮
訳
）
。

	

　

第
二
二
七
条　

連
合
国
お
よ
び
協
同
交
戦
国
は
、
前
ド
イ
ツ
皇
帝
た
る
ホ
ー
エ
ン
ツ
ォ
レ
ル
ン
家
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
を
国
際
道
義
と
条
約
の
神
聖

を
害
す
る
最
高
度
の
罪
に
つ
い
て
公
式
に
糾
弾
す
る
。

	

　

こ
の
被
告
人
を
審
理
す
る
た
め
に
特
別
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
、
も
っ
て
弁
護
の
権
利
に
不
可
欠
な
保
証
が
被
告
人
に
与
え
ら
れ
る
。
特
別
裁
判
所
は
、

以
下
の
諸
国
、
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
が
任
命
す
る
五
名
の
判
事
で
構
成
さ
れ
る
。

	

　

特
別
裁
判
所
は
、
国
際
的
約
束
の
厳
粛
な
義
務
と
国
際
道
義
の
正
当
性
を
守
る
た
め
に
、
判
決
に
当
た
り
、
国
際
政
策
の
最
高
度
の
動
機
に
よ
っ
て
導
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か
れ
る
も
の
と
す
る
。
相
当
と
考
え
ら
れ
る
刑
罰
を
確
定
す
る
こ
と
は
裁
判
所
の
義
務
と
な
る
。

	
　

連
合
国
お
よ
び
協
同
交
戦
国
は
、
裁
判
に
か
け
る
た
め
、
前
皇
帝
の
引
き
渡
し
を
求
め
る
要
望
書
を
オ
ラ
ン
ダ
政
府
に
送
る
も
の
と
す
る
。

	

　

ARTICLE 227

　

The Allied and Associated Pow
ers publicly arraign W

illiam
 II of H

ohenzollern, form
erly G

erm
an Em

peror, 
for a suprem

e offence against international m
orality and the sanctity of treaties.

	

　

A
 special tribunal w

ill be constituted to try the accused, thereby assuring him
 the guarantees essential to the right of 

defence. It w
ill be com

posed of five judges, one appointed by each of the follow
ing Pow

ers: nam
ely, the U

nited States of 
Am

erica, G
reat Britain, France, Italy and Japan.

	

　

In its decision the tribunal w
ill be guided by the highest m

otives of international policy, w
ith a view

 to vindicating the 
solem

n obligations of international undertakings and the validity of international m
orality. It w

ill be its duty to fix the 
punishm

ent w
hich it considers should be im

posed.
	

　

The Allied and Associated Pow
ers w

ill address a request to the G
overnm

ent of the N
etherlands for the surrender to them

 of 
the ex-Em

peror in order that he m
ay be put on trial. 

（
16
）	Charles P. H

ow
land ed., Survey of Am

erican Foreign R
elations , N

ew
 H

aven: Yale U
niversity Press, 1928.

（
17
）	C

harles G
. Fenw

ick, "W
ar A

s A
n Instrum

ent of N
ational Policy," A

m
erican Journal of International Law

, V
ol. 22, N

o. 4, 
O

ctober 1928.

（
18
）	

「
滬
」
は
中
国
上
海
の
略
称
で
あ
る
。

（
19
）	

宣
戦
の
詔
書
の
決
定
過
程
に
関
し
て
は
、
佐
藤
元
英
「
な
ぜ
『
宣
戦
布
告
』
の
事
前
通
告
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
か
」
（
『
中
央
公
論
』
二
〇
〇
四
年
一
二

月
号
）
参
照
。

（
20
）	

ハ
ー
グ
第
三
条
約
と
真
珠
湾
攻
撃
の
関
係
に
関
し
て
は
、
須
藤
眞
志
『
真
珠
湾
〈
奇
襲
〉
論
争
』
（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
〇
四
年
）
第
九
章
参
照
。




